
一
八
世
紀
前
半
遠
州
井
伊
谷
に
お
け
る

由
緒
の
形
成
つ
い
て

-

井
伊
家
始
祖
出
生
伝
説

を
も
つ
井
戸
を
め
ぐ
っ
て
-

夏

日

琢

史

は
じ
め
に

本
稿
は
遠
州
井
伊
谷
龍
津
寺
の
門
前
に
現
存
す
る
井
伊
家
の
始
祖
共
保

(.)

出
生
の
伝
説
を
も
つ
井
戸
(現
存
｡
以
下
'
｢由
緒
の
井
戸
｣
と
呼
ぶ
)
を
め
ぐ

っ

て
正
徳
元
年

二

七

一
二

に
お
き
た
争
論

(｢井
之
出
入
｣)
に
注
目
し
'
そ

の
経
過
を
追
う
と
と
も
に
､
そ
の
争
給
の
背
景
に
あ
る
政
治
的
関
係
と
在
地
社

会
に
お
け
る
意
味
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
群
み
る
も
の
で
あ
る
｡
そ
の
際
'
次

の
よ
う
な
研
究
史
の
現
状
を
念
頭
に
お
く
｡

近
年
の
近
世
仏
教
史
研
究
の
特
徴
は
'
九
〇
年
代
以
降
流
行
し
た
地
域
社
会

論
と
の
接
点

(近
世
寺
院
社
会
史
)
を
意
鼓

し
､
r宗
教
と
社
会
｣
を
め
ぐ
る

研
究
が
活
発
に
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
に
あ
る
互

｡
こ
う
し
た
地
域
社
会
論
と

の
関
係
に
よ
る
宗
教
史
研
究
は
必
然
的
に
教
田
組
紙
と
地
域
社
会
と
の
境
界
点
､

換
言
す
れ
ば
地
域
社
会
に
お
い
て
宗
教
が
も
っ
と
も
可
視
化
さ
れ
る

r坊
)
で

あ
る
宗
教
施
設
そ
の
も
の
に
焦
点
が
集
ま
る
こ
と
に
な
り
､
さ
ら
に
そ
れ
は
寺

僧
や
神
職
そ
の
人
へ
と
師
心
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
｡
｢宗
教
社
会
史
｣
と
い
う

視
点
か
ら
地
域
社
会
に
お
け
る
近
世
宗
教
の
実
態
の
解
明
を
め
ざ
し
た
洋
博
勝

氏
も
､
宗
教
施
設

(神
社

･
寺
院
)
と
宗
教
者

(寺
僧

･
神
林
)
の
位
相
の
違

い
に
注
目
さ
れ
て
い
る
し
(且
,
最
近
で
は
菅
野
洋
介
氏
も
'
｢在
地
寺
院
の

r草
)
と
し
て
の
あ
り
方
と
'
修
験
な
ど
の
宗
教
者
と
の
関
係
の
あ
り
方
に
注

目
す
る
｣
視
点
を
琴
不
さ
れ
て
い
る
言
｡
と
く
に
菅
野
氏
は

r共
存
L
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
在
地
寺
院
が
近
世
を
通
し
て
｢民
衆
宗
教
｣
の
取
り
込
み
を
行
っ
て

い
る
こ
と
を
強
調
し
た
上
で
'
｢在
地
社
会
の
寺
院

･
神
社
｣
が
､
個
別
宗
派

や
本
所
を
こ
え
る
形
で
存
立
L
t様
々
な
諸
権
威
を
受
容
す
る

r場
｣｣
で
あ
っ

た
点
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
､
重
要
で
あ
る
｡

本
稿
で
は
'
こ
う
し
た
研
究
史
の
凍
れ
を
舌
鼓
し
た
上
で
'
寺
院
が
ど
の
よ

う
な
過
程
で
在
地
社
会
に
お
け
る

〟中
核
的
な
者
″
と
な
っ
て
い
っ
た
の
か
､

換
言
す
れ
ば
近
世
に
お
い
て
寺
院
が
有
し
た
宗
教
的
権
威
と
は
何
か
に
つ
い
て
､

よ
り
具
体
的
な
事
例
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
い
｡

本
稿
で
使
用
す
る
史
料
は
'
主
に
井
伊
谷
龍
再
寺
所
蔵
の
古
文
書

(5)お
よ

び
正
楽
寺
文
事

(現
在
､
正
兵
寺
所
蔵
文
事
)
で
あ
る
｡

1

｢由
緒
の
井
戸
｣
を
め
ぐ
る
争
論

(1
)
龍
滞
寺
と
正
菜
寺

ま
ず
'
本
稿
で
対
象
と
す
る
出
入
の
当
事
者
で
あ
る
井
伊
谷
龍
再
寺
と
正
楽

寺
と
い
う
二
つ
の
寺
院
に
つ
い
て
'
そ
の
概
略
を
述
べ
て
お
き
た
い
｡
龍
葎
寺

は
醸
済
宗
妙
心
寺
派
の
寺
院
で
'
井
伊
家
の
菩
提
寺
と
し
て
有
名
で
あ
る
互

｡

と
く
に
､
戦
国
期
に
同
寺
の
佳
祐
で
あ
っ
た
有
漢
和
尚
は
井
伊
信
濃
守
直
平

の

千

(養
子
)
で
あ
り
､
後
に
徳
川
四
天
王
と
称
さ
れ
る
井
伊
直
政
の
成
長
を
支

え
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
｡
龍
津
寺
は
徳
川
家
康
か
ら
判
物
を
受
け
'
寺
領

の
安
堵
と
啓
役
不
人
の
特
権
を
得
て
い
る
が
三

㌧
そ
れ
も
直
政
の
仲
介
に
よ

る
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
｡
ま
た
､
天
正
1
七
年

(
1
五
八
九
)
四
月
に
行
わ
れ

た
徳
川
氏
に
よ
る
検
地
に
よ
れ
ば
､
寺
領
は
田
島
四
町
六
反
大
七
六
歩
J
屋
奴



六
八
八
七
坪
で
あ
り
J
末
寺
分
も
あ
わ
せ
寺
領
九
六
石
余
が
安
堵
さ
れ
た

(4')｡

一
方
の
正
楽
寺
は
､
音
義
其
言
宗
高
野
山
宝
性
院
の
末
寺
で
､
行
基
の

開基

と
伝
え
ら
れ
る
｡
文
明
三
年

(
一
四
七

一
)
に
来
漸
和
尚
を
中
興
開
山
と
し
二

坊
を
有
し
た
と
い
う
が
､
明
治
初
年
に
は
廃
寺
と
な
っ
た
｡
寺
領
は
わ
ず
か

l
･
玉
石
余
で
あ
り
､
こ
の
点
､
龍
車
寺
と
は
大
き
な
差
が
あ
る
｡

次
に
支
配
関
係
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
き
た
い
｡
江
戸
時
代
､
引
佐
地
方

の
ほ
と
ん
ど
は
旗
本
五
近
藤
氏
の
支
配
下
に
お
か
れ
た
｡
旗
本
五
近
藤
氏
と
い

ぅ
の
は
､
井
伊
谷
近
藤
氏

(五
四
〇
〇
石
余
)
･
気
賀
近
藤
氏

(三
九
〇
〇
有

余
)
金
指
近
藤
氏

(二
〇
〇
〇
石
余
)
･大
谷
近
藤
氏

(二
〇
〇
〇
石
)
･花
平

近
頑
氏

(三
三
〇
石
余
)
と
い
う
分
家
し
た
五
つ
の
旗
本
近
藤
氏
を
持
す
も
の

で
【子

こ
う
し
た
支
配
は
近
世
を
通
じ
て
大
き
な
変
更
は
な
か
っ
た
.
五
近

藤

氏
の
な
か
で
は
､
井
伊
谷
近
藤
氏
が
本
家
筋
に
あ
た
る
が
､
金
指

･
気
賀
近

藤
氏
の
勢
力
も
強
く
､
と
く
に
金
持
近
藤
氏
の
登
之
助

(貞
用
畠

石
(.～
))
は
･

黄
葉
宗
の
寺
僧
を
招
き
､
初
山
宝
林
寺
と
い
う
大
き
な
寺
院
を
開
基
さ

せ
て
い

る
｡
五
近
藤
氏
の
そ
れ
ぞ
れ
が
陣
屋
を
も
ち
､
そ
こ
を
拠
点
に
地
方
支
配
が
行

わ
れ
た
｡
史
料
の
残
存
状
況
か
ら
不
明
な
点
も
多
い
が
､
本
稿
で
対
象
と
す
る

正
徳
期
の
出
入
り
の
当
時
､
井
伊
谷
近
藤
氏
の
左
門
用
達
(u
)
の
配
下
に
は
須

田
岡
右
衝
門

二
二
谷
近
右
衝
門

･
小
沢
九
郎
兵
衛
と
い
う
三

人の
家
老
が
お
り
､

と
く
に
小
沢
は
国
家
老
と
し
て
在
地
の
支
配
を
監
督
し
て
い
た
(は
)｡

次
に
龍
滞
寺
の
あ
る
井
伊
谷
村
と
正
楽
寺
の
あ
る
神
宮
寺
村
に
つ
い
て
､
そ

の
概
要
を
述
べ
て
お
き
た
い

(両
村
と
も
井
伊
谷
近
藤
氏
の
支
配
下
に
荘
か

れ
た
)｡
井
伊
谷
村
は
'
井
伊
谷
川
と
神
宮
寺
が
合
流
す
る
小
盆
地
に
位
正
し
'

正
保
郷
横
に
よ
れ
ば
'
田
方
三
七
〇
石
余
､
畑
方
二
〇
〇
石
余
で
'
ほ
か
に
龍

洋
寺
領
八
三
有
余
､
二
宮
神
主
屋
敦
一
石
余
､
井
大
明
神
領
二
石
余
､
明
円
寺

領
二
有
余
な
ど
の
寺
社
額
地
が
あ
り
'
旧
高
旧
額
取
額
蕨
で
は
高
八
九
三
石
余

と
あ
る
｡
井
伊
谷
近
藤
氏
の
支
配
の
中
核
と
な
っ
た
井
伊
谷
陣
屋
は
､
元
和
六

年

二

六
二
〇
)
に
旧
井
伊
谷
城
三
の
丸
跡
地
に
建
設
さ
れ
､
享
保

一
〇
年
頃

に
大
手
門

･
高
壁
な
ど
の
外
観
が
整
備
さ
れ
た
と
い
う
｡

ま
た

｢由
緒
の
井
戸
｣
の
あ
る
神
宮
寺
村
は
､
井
伊
谷
村
の
西
隣
に
位
置
し
～

正
保
林
帳
で
は
田
方
二
六
二
石
余
り
､
畑
方

1
四
三
石
余
'
ほ
か
に
大
日
簡

一
五
石
'
正
楽
寺
領

丁

玉
石
､
八
幡
領

一
玉
石
､
八
幡
神
主
屋
敷
九
斗
余
り

な
ど
の
寺
社
領
地
が
あ
る
｡
家
政
は
'
寛
政
五
年

二

七
九
三
)
で
1
〇
五
､

人
数
は
四
六
三
人
で
あ
っ
た
｡
神
宮
寺
の
八
幡
宮
は
､
神
宮
寺
村
の
村
社
で
あ

る
と
同
時
に
'
｢井
伊
郷
｣
(ほ
ぼ
引
佐
地
方
全
休
を
指
す
)
の
中
核
的
な
神
社

で
あ
っ
た
｡
｢由
緒
の
井
戸
｣
も
本
来
八
幡
宮
の

｢御
手
洗
井
｣
で
あ
り
､
龍
.

溝
寺
が
創
建
さ
れ
た
際
､
社
殿
は
神
宮
寺
村
へ
と
遷
さ
れ
た
が
､
井
戸
は
そ
の

ま
ま
残
さ
れ
た
と
い
う
｡
元
禄
五
年

(
1
六
九
二
)
六
月
二
八
日
に
は
'
家
老

小
沢
九
郎
兵
衛
に
よ
っ
て
八
幡
宮
の
神
務
役
高
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
'
そ
れ

に
よ
れ
ば
､
八
幡
宮
御
朱
印
高
の
う
ち
祢
宜
惣
兵
衛
は
三
斗
三
升
三
舎
､
林
宜

五
郎
右
衡
門
も
三
斗
三
升
三
合
､
神
子
九
邸
右
衛
門
分
三
斗
三
升
三
合
は
役
免

引
さ
れ
て
い
る
(:
).
こ
こ
で
惣
兵
衛
と
五
郎
右
衝
門
の
間
に
差
は
み
ら
れ
な

い
が
'
惣
兵
衛

を
｢本
神
主
｣､
五
郎
右
衛
門
を

｢脇
林
宜
｣
と
し
て
扱
う
者

合
も
あ
り
､
実
際
に
は
惣
兵
衛
が
八
幡
宮
神
事
の
責
任
者
で
あ
っ
た
｡
八
幡
宮

は
近
世
後
期
に
な
る
と
'
神
主
山
本
豪
に
よ
っ
て
世
集
的
に
管
理
さ
れ
て
い
く

こ
と
に
な
り
､
こ
れ
に
対
し
て
神
宮
寺
村
の
住
人
が
反
発
し
､
大
き
な
争
論
と

な
っ
て
い
る
(-
)L｡
本
稿
で
扱
う

｢井
之
出
入
｣
は
､
そ
の
争
絵
の
八
〇
年
ほ

ど
前
に
起
き

た
事件
で
あ
る
｡

以
上
簡
単
に
出
入
の
舞
台
と
な
っ
た
引
佐
地
方
の
基
礎
的
事
項
に
つ
い
て
確

思
し
て
き
た
が
J
こ
れ
を
も
と
に

T由
緒
の
井
戸
｣
を
め
ぐ
る
正
徳
元
年
の
出

入
り
の
経
緯
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
｡

92



(2
)
出
入
り
の
鐘
過

｢由
緒
の
井
戸
｣
の
存
在
を
確
認
で
き
る
最
初
の
史
料
は
'
永
正
四
年

(
1
五

〇
七
)
の
井
伊
直
平
に
よ
る
寄
進
状
で
あ
る
(Is
)｡
こ
こ
で
は
井
伊
家
の
当
時

の
当
主
で
あ
る
直
平
に
よ
っ
て
梅
津
寺
に
対
し

｢井
領
EE
L
と
し
て
三
石
が
寄

進
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
'
戦
国
期
に

r由
緒
の
井
戸
L
が
龍
滞
寺
の

管
理
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
｡
し
か
し
'
戦
国
期
の
混
乱
も

あ
り
､
天
正
･
慶
長
年
間
の
寺
債
検
地
の
結
果
､
r由
緒
の
井
戸
｣
の
所
属
は

唆
味
と
な
っ
た
と
い
う
｡
や
が
て
正
保
年
間
に
な
る
と
'
神
宮
寺
村
正
楽
寺

が
こ
の
由
緒
の
井
戸
の
周
り
に

r井
宮
｣
を
建
立
し
､
毎
年
の
神
事
祭
礼
を

担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
(･6
)｡
正
粂
専
文
書
の
な
か
に
は
､
明
暦
二
年

二

六
五
六
)
に
井
伊
豪
に
対
し

て｢井
伊
農
様
御
先
祖
御
出
生
之
御
井
之
本
J

が
百
姓
の

｢切
添
｣
の
た
め
に
積
れ
て
し
ま
う
危
機
に
あ
る
点
に
触
れ
'
修
復

費
の
援
助
を
依
頼
し
た
史
料
が
残
さ
れ
て
お
り
(-
),
正
楽
寺
に
よ
る
由
緒
の

井
戸
の
管
理
は
な
か
ば
常
態
化
し
て
い
た
と
み
ら

れる
｡
ま
た
､
正
楽
寺
と
龍

薄
寺
は
'本
稿
で
対
象
と
す
る
正
徳
元
年
よ
り
も
前
の
貞
享
五
年

(
l
六
八
八
)

に
も
出
入
り
を
起
こ
し
て
お
り
'
こ
の
と
き
は
領
主
で
あ
る
近
藤
氏
に
よ
っ
て

吟
味
さ
れ
'
結
果
'
正
楽
寺
が
勝
訴
し
た

(こ
の
出
入
り
の
詳
細
は
不
明
で

あ
る
)
垂

.
IJ
の
と
き

｢由
緒
の
井
戸
｣
の
普
請
に
つ
い
て
も
､
龍
産
寺
で

は
な
く
正
楽
寺
が
担
当
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
が
､
当
時
龍
薄
寺
の
住
職
で

あ
っ
た
徹
里
和
尚
は

〟彦
根
井
伊
蒙
か
ら
直
接
穐
斗
寺
へ
と
甘
汁
依
頼
が
あ
る

の
で
今
回
に
限
り
細
井
寺
が
首
相
を
担
当
し
た
い
″
と
主
張
｡
そ
し
て

r普
請

出
来
仕
侯
以
後
'
此
井
二
拙
僧
構
無
御
座
候
間
､
左
嬢

二
御
心
得
可
被
下
僕
｣

と
す
る
事
状

(r先
住
書
状
))
を
領
主
の
旗
本
近
藤
彦
九
郎
に
宛
て
て
出
し
た

う
え
で
(.～
),
普
請
を
行
っ
た
と
み
ら
れ
る
｡
こ
う
し
た
状
況
を
み
る
と
､
少

な
く
と
も
在
地
社
会
の
レ
ゲ
エ
ル
の
謬
見
で
は

｢由
緒
の
井
戸
J
の
普
諸
も
正

楽
寺
が
担
当
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
て
お
り
､
髄
津
寺
は

r由
緒
の
井
戸
｣
の
管

理
を
こ
の
と
き
に
手
放
さ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
た
｡

し
か
し
､
宝
永
E
l年

二

七
〇
七
)
に
遠
州
地
方
を
襲
っ
た
大
地
#

(宝
永

地
農
)
に
よ
っ
て
事
態
は
あ
ら
た
な
局
面
を
む
か
え
た
｡
こ
の
地
点
に
よ
り
r由

緒
の
井
戸
｣
に
も
破
損
が
生
じ
た
た
め
､
正
条
寺
は
再
び
修
理
井
の
援
助
を
彦

根
藩
の
家
老
中
に
宛
て
提
出
し
て
い
る
｡
次
の
史
料
で
あ
る
｡

｢〔史
料
1

〕
奉

願

口
上
之
趣

殿
様
御
先
祖
井
伊
共
保
公
､
法
名

姦
明
大
居
士
御
出
生
之
井
者
､
従
往

古
拙
寺
別
当
二
両
支
配
仕
来
侯
､
御
宮
之
集
札
勤
行
等
無
頼
怠
相
勤
申

候
､
然
処
去
亥
之
年
大
地
虎
二
両
瑞
蘇
及
破
規
'
其
帝
御
届
可
中
上
俄

二
候
得
共
､
借
も
無
之
､
殊
二
遠
国
之
俵
侯
故
､
遅
延
二
罷
成
侯
為
御

届
罷
越
侯
J

御
先
祖
御
遺
跡
之
地
御
座
侯
間
､
何
と
そ
井
井
御
宮
共

御
造
替
被
仰
付
被
下
僕
様
奉
顧
侯
'
以
上
'

資
永
七
年

遠
州
井
伊
谷
井
之
別
当

寅

三
月
十
八
日

正
楽
寺

93

彦
根御

家
老
中

f
b
(
(節
)

J

垂

こ
れ
に
た
い
し
て
当
時
鵜
溌
専
任
城
を
継
い
で
い
た
祖
山
和
尚
は
'
由
緒
の

井
戸
の
管
理
権
は
本
来
地
帯
寺
に
あ
る
の
だ
と
主
鎖
｡
つ
い
に
寺
社
奉
行
所
へ

訴
え
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
か
く
し
て

｢由
緒
の
井
戸
｣
を
め
ぐ
る
大
き
な
争
論

が
発
生
し
た
の
で
あ
る

(こ
の
詳
細
な
軽
舟
に
つ
い
て
は
後
述
)｡



表1 正徳 争論 にお ける意 見の対立

(質問1】紅拠ハ

樺宮の御手洗の井

いて代々支配 して

[質問2】先年の出氏-埠出 した瑞祥寺先住の事状に井戸の支配 を放棄する文面がある.今回あらためて出入 しない旨の書状を鴇 汀寺 主任理 比地｣とさかれていならない その上

彦 根

与 板 であるが 理由は ?

井伊家 井Jとあ り､正楽 一頭富雄師｣■と書かれ てお り､r仕付Jや r別当Jで′ ヽ

妙心寺

寺文民の棟にもみえる 租汁寺が支 は ‡レ｡ その上､正楽寺の社債は八

由 している明証 を 峠宮の祉領内に存

系寺院 人との仲介を依斬. TiE人として八幡宮こと. 地から正楽寺-と引き準されたのでこの こ とをも ろて八塘社債 とは書

正英専(相手)
伊家出生之井ハ年代久敷事侯 旨､往 に析まれて薄官 し

音 b支配 申侯.控 る また龍社寺に

拠有之故 と専有之 は代々の朱印状や

寺の役である, 市中事ハ陸地ニ成 井ーがある旨の直

旗 本 り木 p-而 ′幸 一 ` ノ ヨタ F

莱 も暮申侯毘拠ハ と. ている 以上より､

(樽柿】旺拠ニ成 り不中浜仰､tg拠ハ が妥当である,
其外､色々之事申侯､

注1)稚社寺 .正薬寺以外の各々の主張については､井之出入がはじまって以降の反応を中心にまとめた｡

注2)r主張｣r評定の過程｣補については r皇永年中位録｣をに基づく｡[結果｣初については r井伊家伝faJに載せ

られた10月6日付で正楽寺が寺社奉行に宛で捷出した写書等を参考に作成 した.

ii3)r評定の過程｣淵については､稚稚寺の主張は､9月2日の寺社奉行本多弊正の取柄の顔の応答を､正楽寺の主

軌 こついては､8月27Elに森川出羽守のところでの評定の醇の正楽寺の発音をもとに作成 した.
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ま
ず
､
双
方
の
主
張
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い

(表
1
)｡
龍
キ
寺
亀

山
が
寺
社
奉
行
所
に
提
出
し
た
口
上
事
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
｡

｢【史
料
2

〕

口
上
書
覚

訴
訟

寺

禅
宗
京
妙
心
寺
未

遠
州
引
佐
郡
井
伊
谷
林

地
#
寺

相
手

其
吉
宗
高
野
下

同
園
同
郡
神
宮
寺
村
大
日
別
当

正
楽
寺

1
､
龍
車
専
門
前
二
井
伊
家
元
祖
共
保
出
生
八
幡
宮
御
手
洗
之
井
御
座
候
'

先
年
井
伊
蒙
古
御
手
洗
之
由
緒
有
之
故
龍
津
寺
江
普
請
被
申
付
石
碑
之
文

言
二
㌧
使
龍
津
寺
主
修
理
比
地
と
井
伊
家
古
連
立
二
而
御
座
候
､
右
普
汁

之
斎
大
日
別
当
正
楽
寺
御
手
洗
二
由
緒
無
之
侯
得
共
'
色
々
と
取
立
侯
而

一

同
所
二
而
彼
是
と
締
り
申
候
ヲ
地
頭
家
取
上
之
上
取
持
之
方
有
之
､
兎
角
､

地
頭
家
江
当
分
之
品
二
侯
得
者
､
此
井
普
汁
成
就
以
後
構
無
之
由
'
書
通

成
共
仕
侯
ハ
バ
相
談
詞
可
申
段
被
申
候
故
､
先
住
当
分
之
方
復
且
取
紛
之

手
前
江
と
存
書
通
仕
侯
'
勿
論
正
楽
寺
江
之
幸
通
二
而
ハ
無
之
侯
'
先
住

書
適
中
侯
段
ハ
取
持
侯
方
又
何
方
ふ
茂
'
井
伊
家
江

1
切
沙
汰
不
敏
敦
侯

故
､
井
伊
家
ニ
ハ
兼
而
不
被
存
侯
'

委
細
ハ
御
尋
之
旨
可
中
上
侯
､

一
､
先
年
普
請
以
後
､
井
伊
家
Q
御
手
洗
破
損
井
掃
除
等
之
事
後
々
追
従
社

寺
江
頼
萩
中
侯
而
書
状
被
差
越
侯
故
､
近
年
右
石
碑
閲
等
破
鏡
二
及
侯
得

者
､
井
伊
家
方
前
々
之
通
､
龍
津
寺
江
餅
､
修
理
枚
数
度
被
存
侯
所
ニ
'

右
正
楽
寺
御
手
洗
二
由
緒
無
之
所
二
御
手
洗
修
理
被
申
付
侯
様
こ
と
願
出

侯
､
右
之
駅
二
而
正
楽
寺
障
二
罷
成
､
内
所
二
而
難
時
明
普
請
段
々
延
引
へ

龍
洋
寺
と
御
手
洗
井
伊
豪
共
二
重
々
之
由
緒
有
之
二
付
'
打
捨
置
楚
整
'

迷
惑
仕
侯
故
無
拠
中
上
侯
条
､
正
楽
寺
被
召
出
井
伊
家
由
緒
御
吟
味
之
上
､

右
之
場
所
江
向
後
正
楽
寺
相
障
り
井
伊
家
江
普
許
修
理
頼
不
申
候
様
二
彼

仰
付
被
下
僕
ハ
バ
耗
有
可
奉
存
侯
､

1
'
右
御
手
洗
之
場
所
龍
津
寺
支
配
二
紛
無
之
段
､
井
井
伊
家
江
之
由
緒
重

キ
儀
者
御
尋
之
上
委
細
可
申
上
侯
'
以
上
､

-
正
徳
元
年
辛
卯
八
月
三
日

遠
州
引
佐
郡
井
伊
谷
龍
滞
寺

印

寺
社
御
奉
行
所

｣
(･7
J

こ
こ
で
祖
山
が
〟

以
後
正
楽
寺
が
井
伊
豪
井
戸
普
請
塀
を
出
さ
な
い
よ
う
″

に
要
求
し
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
だ
が
'
井
戸
に
由
緒
を
も
つ
の
は
龍
薄
寺
で

あ
り
'
正
楽
寺
は
由
緒
が
存
在
し
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を

)
其
し
て
主
張
し

て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
｡
梅
津
寺
の
主
菜
の
具
体
的
な
根
拠
は
'
代
々
龍
凍

専
任
織
が
正
月
元
朝
に
始
祖
井
伊
共
保
の
位
牌
前
で

r生
粥
｣
行
事
を
行
い
'

郷
中
の
者
を
呼
び
集
め
共
保
の
菩
提
を
供
養
し
て
き
た
こ
と
､
そ
れ
か
ら
井
伊

直
盛
寄
進
状
に
は
瀧
帝
寺
領
の
中
央
に

r御
手
洗
井
｣
(由
緒
の
井
戸
)
が
記

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
二
点
で
あ
る
(S3)｡
と
く
に
井
伊
家
と
の
縁
故
を
強
調

し
'
歴
代
将
軍
の
朱
印
状
を
保
持
し
て
い
る
点
を
正
当
性
の
論
拠
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
特
徴
が
指
摘
で
き
よ
う
｡

一
方
の
正
楽
寺
は
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
｡
す
な
わ
ち
､
現
在

｢由
緒
の
井

戸
｣
の
四
方
は
近
藤
氏
の
知
行
地
と
な
っ
て
お
り
､
こ
の
井
戸
だ
け
が
龍
津
寺

の
朱
印
地
で
あ
る
と
い
う
の
は
不
自
然
で
あ
り
､
井
戸
の

〟き
わ
″
に
あ
る
洗

米
田
も
正
楽
寺
が
所
持
し
て
い
る
｡
そ
し
て
'
そ
も
そ
も

｢由
緒
の

井
戸
｣
は

八
幡
宮
の
御
手
洗
井
で
あ
り
､
正
楽
寺
が
八
幡
宮
の

｢社
僧
｣
で
あ
る
の
だ
か

ら
､
当
然
こ
の
井
戸
を
支
配
す
る
の
も
正
楽
寺
の
務
め
で
あ
る
と
す
る
｡

こ
う
し
た
二
者
の
主
張
に
対
し
て
､
鍵
と
な
る
の
が
先
述
し
た
貞
享
年
間
の

出
入
り
に
お
け
る
先
住
徹
旦
和
尚
の
近
藤
彦
九
郎
宛
事
状

(r先
住
者
状
｣)
の
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存
在
で
あ
る
｡
正
楽
寺
と
し
て
は
こ
の
書
状
を
最
大
の
根
拠
に
龍
滞
寺
の
主
張

を
退
け
よ
う
と
し
て
い
た
｡

訴
え
を
う
け
た
寺
社
奉
行
は
､
双
方
に
対
し
て
質
問
を
行
っ
て
い
る
｡
先
掲

の
表
1
に
挙
げ
た
が
'
龍
滞
寺
に
対
す
る
質
問
と
し
て
は
'
や
は
り

｢先
住
書

状
｣
の
存
在
が
厳
し
く
問
わ
れ
て
お
り
'
祖
山
和
尚
も
こ
れ
に
対
し
て
は
申
し

開
き
も
で
き
な
い
旨
を
述
べ
て
い
る
｡
祖
山
は
'
直
盛
寄
進
状
を
根
拠
に
'
天

正
検
地
以
後
も
御
手
洗
井

･
鳥
居
本

･
井
領
田
の
三
箇
所
は
旗
本
知
行
所
と

な
っ
た
後
も
要
所
と
し
て
龍
薄
寺
の
支
配
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
止

ま
っ
て
い
る
｡

一
方
'
正
楽
寺
実
賢
和
尚
は
､
実
質
的
に
典
礼
な
ど
を
通
し
､

井
戸
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
旨
を
主
張
す
る
が
､
奉
行
所
か
ら
は

r琵
拠
j
と

な
る
文
事

(｢事
申
候
詮
拠
｣)
の
不
在
を
厳
し
く
追
及
さ
れ
て
お
り
'
こ
ち
ら

も
ま
と
も
な
対
応
が
で
き
て
い
な
い
｡

こ
う
し
た
応
答
を
経
て
､
寺
社
奉
行
所
は
､
熊
夜
寺
に
対
し
て
証
人
と
し
て

神
宮
寺
材
八
幡
宮
の
神
主
を
召
喚
す
る
よ
う
に
､
正
楽
寺
に
対
し
て
は
棟
札
を

持
参
す
る
よ
う
に
と
の
指
示
を
出
し
た
｡

呼
び
出
さ
れ
た
神
主
惣
兵
衛
は
､
次
の
よ
う
な
主
張
を
し
て
い
る
｡
す
な
わ

ち
､
正
薬
寺
は
別
当
で
も
社
僧
で
も
な
く
､
神
主
か
ら
依
析
さ
れ
て
遷
宮
を
担

当
し
た
だ
け
で
あ
る
｡
も
っ
と
も
出
家
を
招
い
て
遷
宮
を
行
う
こ
と
は
通
例
で

あ
り
社
僧
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
｡
た
し
か
に
社
中
に
庵
を
た
て
出
家

一
人
を

置
い
て
い
る
が
'
こ
れ
は
神
宮
寺
村
か
ら
差
し
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
八
幡

宮
の
社
僧
や
別
当
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
垂

｡

私
兵
衝
の
こ
う
し
た
理
解
は
J
先
に
少
し

触
れた
貞
享
年
間
の
出
入
の
際
に

も
出
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
｡
す
な
わ
ち
､
近
藤
氏
は
神
宮
寺
村
の
組
頭

や
八
幡
宮
神
主
に
対
し
て
正
楽
寺
の
由
緒
の
有
無
に
つ
い
て
文
書
を
提
出
さ
せ

て
い
る
が
'
そ
の
と
き
繰
出
さ
れ
た
二
通
の
文
書
が
次
で
あ
る
｡

｢〔史
料
3
〕

差
上
申
手
形
之
事

一
､
八
幡
ミ
た
ら
し
井
之
宮
之
儀
､
酉
年
御
検
地
之
時
ハ
宮
無
御
座
候
､
其

以
後
官
立
申
侯
'

一
､
酉
年
志
や
り
や
う
御
付
被
成
侯
二
付
'
戊
正
月
十
日
二
は
し
め
て
ま
つ

り
仕
侯
'
成
亥
子
三
年
私

･
五
郎
右
衛
門
両
人
二
而
ま
つ
り
仕
侯
､
右
之

社
債
正
楽
寺
江
相
渡
侯
様
こ
と
助
右
衛
門
殿
被
仰
付
侯
二
付
'
子
年
方
正

楽
寺
江
相
渡
申
侯
事
t

a
.
今
度
殿
様
方
被
仰
付
侯
正
楽
寺
江
之
手
形
之
俄
ハ
､
私
手
形
敦
侯
得
者
､

八
幡
之
被
遊
候
同
意
二
御
座
侯
間
､
被
仰
付
候
と
も
手
形
仕
侯
儀
ハ
罷
成

間
数
侯
､
為
後
日
仇
而
如
件
､

貞
辛
三
寅
正
月
晦
日

神
宮
寺
村
八
幡
神
主

惣
兵
衛

小
沢
九
郎
兵
衛
澱
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笠
原
弥
次
右
衛
門
段

J
I･1
J

｢
〔史
料
4
〕

指
上
申
手
形
之
事

l
八
幡
ミ
た
ら
し
井
之
宮
之
儀
'
先
年
酉
御
検
地
以
前
方
小
官
御
座
侯
両
､

正
楽
寺
志
は
い
被
教
侯
事
'

1
今
度
殿
様
点
被
仰
付
侯
正
楽
寺
江
之
手
形
之
俄
被
仰
付
次
第
何
様
こ
も
手

形
仕
相
渡
し
可
申
事
､

一
井
之
宮
き
わ
に
御
座
候
セ
ん
ま
い
田
､
酉
之
御
検
地
こ
も
の
そ
き
こ
罷
成
､

正
楽
寺
志
は
い
被
致
侯
､
為
後
日
S
如
件
､

貞
幸
三
寅
正
月
晦
日

神
宮
寺
村

八
幡
神
主

五
郎
右
衝
門

小
沢
九
郎
兵
衛

組
頭

市
太
夫



笠
原
弥
次
右
衝
門

同 同 同 同

佐 五 渡 五
太 郎 左 郎
夫 左 衛 兵

衛 門 衛
門

25

こ
こ
で
､
本
神
主
で
あ
る
惣
兵
衛
と
､
宜
五
郎
右
衛
門

･
組
頭
ら
の
間
に
は

明
ら
か
に
盟
液
の
相
違
が
み
ら
れ
る
｡
す
な
わ
ち

〔史
料
3
〕
で
は
'
正
保
1
1

年
の
検
地
以
前
に
宮
が
な
か
っ
た
こ
と
が
措
梼
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
'
〔史

料
4
〕
で
は
小
宮
は
す
で
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
｡
龍
キ
寺
は
こ
の
両
証
文

の
写
を
所
有
し
､
自
身
の
正
当
性
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
て
い
た
｡
そ
の

た
め
.･
証
人
と
し
て
神
主
惣
兵
衛
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
｡

(3
)
出
入
り
の
応
果

こ
の
出
入
り
の
結
未
は
'
正
徳
元
年

一
〇
月
六
日
に
寺
社
奉
行
所

へ
と
提
出

さ
れ
た
龍
帝
寺
と
正
条
寺
の
双
方
に
よ
る
文
書
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
｡

要
点
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
｡

①
熊
津
寺
は
､
井
戸
の
所
有
の
証
拠
と
な
る
井
伊
直
盛
よ
り
の
寄
進
状
と
'

歴
代
将
軍
に
よ
る
朱
印
状
を
保
持
し
て
い
る
｡

②
た
し
か
に
､
徹
里
和
尚
か
ら
地
頭
近
藤
彦
九
郎
に
宛
て
ら
れ
た
書
状
の
な

か
に
は
､
以
後
'
龍
群
寺
は

｢由
緒
の
井
戸
)
に
関
与
し
な
い
こ
と
が
約

束
さ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
､
現
地
の
石
碑
に

r使
地
帯
寺
主
修
理
此
地
｣

と
刻
ま
れ
て
い
る
通
り
､
実
際
に
普
帝
を
担
当
し
た
の
は
能
書
寺
で
あ
る
｡

③
正
楽
寺
は

r社
僧
｣
｢別
当
｣
で
あ
る
と
自
称
し
て
い
る
が
､
現
地
の
棟

札
に
は

r遷
宮
斗
師
｣
と
あ
り
鞍
り
で
あ
る
｡

⑥
八
幡
宮
神
主
惣
兵
衛
の
証
言
に
よ
れ
ば
'
〟
正
条
寺
は
神
主
が
依
頼
し
て

遷
宮
を
担
当
し
て
も
ら
っ
た
だ
け
で
あ
り
､
社
中
に
庵
が
あ
る
が
こ
れ
は

村
の
管
理
に
密
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
'
正
楽
寺
が
八
幡
宮
の
社
僧

で
あ
る
と
は
い
え
な
い
″
と
い
う
｡
よ
っ
て
'
社
僧
や
別
当
と
は
罷
め
ら

れ
な
い
｡

上
記
の
理
由
か
ら
t
r由
緒
の
井
戸
｣
の
管
理
は
龍
洋
寺
が
担
当
す
る
こ
と

が
妥
当
と
さ
れ
た
｡
こ
こ
で
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
､
①
や
②
だ
け

で
は
な
く
､
③

･
④
な
ど
在
地
社
会
に
お
け
る
正
楽
寺
の
任
せ
に
つ
い
て
も

〟
1
応
″
検
証
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
｡
こ
の
出
入
に
際
し
て
神
宮
寺
村
の
人

び
と
が
ど

の
よ
う
な
関
わ
り
を
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
､
正
楽
寺
が
祭
礼
を

担
当
し

r神
事
勤
行
｣
を
し
て
き
た
事
実
は
裁
許
の
な
か
で
は
瀬
み
ら
れ
て
い

な
い

(少
な
く
と
も
神
宮
寺
村
の
組
頭
な
ど
は
召
喚
さ
れ
て
い
な
い
)｡
こ
う

し
た
点
を
捲
ま
え
る
と
'
文
面
上
は
②
～
④
で
合
理
的
に
戊
明
さ
れ
て
い
る
が
'

や
は
り
①
に
関
連
す
る
井
伊
家
と
の
縁
故
の
問
題
が
倭
先
さ
れ
た
判
決
だ
と
い

わ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
｡
こ
の
判
決
を
受
け
'
正
楽
寺
は
寺
社
奉
行
所
に
対

し
､
自
身
の
落
慶
を
怒
め
た
う
え
で

｢右
之
井
二
以
来
差
鞘
申
開
敦
｣
と
す
る

旨
の
文
書
を
提
出
(班
)｡

l
件
落
着
と
な
っ
て
い
る
｡

以
上
､
こ
の
争

論
は龍
洋
寺
の
全
面
的
な
勝
訴
に
終
わ
っ
た
が
､
そ
の
背
後

に
は
実
に
複
雑
な
政
治
的
関
係
が
潜
ん
で
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
次
希
で
少

し
掘
り
下
げ
て
検
討
し
て
み
た
い
｡



2

出
入
り
の
背
景
に
あ
る
も
の

ー

政
治
的
関
係

-

前
節
で
は
､
正
徳
期
に
お
き
た

｢由
緒
の
井
戸
｣
を
め
ぐ
る
管
理
権
の
争
い

の
経
過
に
つ
い
て
概
略
的
に
み
て
き
た
が
､
こ
の
争
論
は
､
在
地
で
決
定
さ
れ

た
問
題
が
寺
社
奉
行
所
の
判
決
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
と
い
う
重
要

性
に
加
え
､
そ
の
背
後
に
も
っ
と
本
質
的
な
間
願
が
隠
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思

わ
れ
て
な
ら
な
い
｡
本
節
で
は
'
当
時
の
砲
車
専
任
横
で
あ
る
祖
山
和
尚
が
残

し
た
日
妃

｢宝
永
年
中
記
録
｣
(以
下
､
括
弧
中
の
月
日
は
こ
の
日
記
の
条
項

に
基
づ
く
)
を
も
と
に
'
こ
の
出
入
り
の
背
景
に
潜
む
政
治
的
な
問
題
に
つ
い

て
､
よ
り
深
く
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い

(な
お
､
当
時
の
彦
根

･
与
板
藩

と
井
伊
谷
近
藤
氏
の
家
中
の
役
職
に
つ
い
て
は
次
頁
の
略
図
を
参
照
の
こ
と
)｡

(1
)
争
論
の
原
因

争
論
が
正
徳
元
年
に
発
生
し
た
大
き
な
理
由
の
一
つ
に
'
彦
根

･
与
板
両
井

伊
家
の
藩
士
た
ち
の
存
在
が
あ
る
｡
井
伊
家
は
'
宗
家
で
あ
る
彦
根
藩
掃
部
頭

家
と
'
分
家
で
あ
る
与
板
啓

(元

･
掛
川
藩
)
兵
部
少
軒
家
が
あ
り
､
与
板
藩

は
彦
根
藩
の
支
藩
に
あ
た
る
が
､
当
時
与
板
藩
主
で
あ
っ
た
井
伊
直
短
は
､
彦

根
藩
主
井
伊
直
興

(別
名
直
治

･
直
該
と
い
う
)
の
四
男
で
あ
っ
た
｡
祖
山
は
'

江
戸
在
府
中
に
こ
の
両
井
伊
家
の
屋
敷

へ
ほ
ぼ
毎
EZZ
出
か
け
､
藩
士
た
ち
と
請

し
合
い
を
繰
り
返
し
て
い
る
｡
こ
う
し
た
楓
山
の

〟
つ
な
が
り
″
に
注
目
し
つ

つ
､
以
下
で
出
入
り
が
発
生
す
る
ま
で
の
経
緯
を
詳
細
に
考
察
し
て
い
き
た
い
｡

ま
ず
､
祖
山
は
'彦
根
藩
の
用
人
大
久
保
帝
石
衡
門
か
ら

r
(由
緒
の
井
戸
は
)

正
楽
寺
支
配
二
相
極
侯
裁
､
又
別
当
二
侯
我
､
又
八
幡
宮
別
当
二
候
故
､
又
拙

寺
由
緒
之
孝
二
侯
何
と
そ
正
楽
寺
支
配
申
侯
哉
｣
と
立
て
続
け
に
質
問
を
受

け
'
ま
た
同
じ
く
用
役
の
鈴
木
権
兵
衛
か
ら
も
､
正
条
寺
か
ら

｢先
住
書
状
｣

に
つ
い
て
聞
い
た
が
､
｢右
書
状
之
わ
け
語
石
老

･
彦
九
郎
段
不
大
井
申
侯
所

二
何
共
入
組
合
点
不
参
､
何
レ
と
も
龍
帝
寺
之
由
緒
蔵
レ
無
之
事
､
正
楽
寺
事

ハ
家

二
両
誰
も
不
存
と
被
申
倹
し
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

(五
月
二
八
日
)｡
こ

れ
は
'
正
楽
寺
が
彦
根
井
伊
家
に
対
し
て
'
井
戸
普
請
の
願
書
を
提
出
し
た
こ

と
へ
の
反
応
と
み
ら
れ
る
が
､
こ
う
し
た
彦
根
藩
士
の
動
き
か
ら

｢由
緒
の
井

戸
｣
が
近
藤
氏
の
吟
味
に
よ
っ
て
正
楽
寺
支
配
が
妥
当
と
さ
れ
た
こ
と

(貞
享

年
間
の
出
入
り
)
に
つ
い
て
彦
根
藩
士
た
ち
が
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
｡
当
然
､
正
楽
寺
が
井
戸
の
近
く
に
立
て
た
と
い
う
宮
に
つ
い
て
も
､
こ

の
と
き
は
じ
め
て
問
題
に
な
っ
た
｡
よ
っ
て
､
年
寄
格
の
も
の
が
集
ま
っ
て
相

放
し
､
そ
の
結
果
J
｢此
方
之
家

(-
彦
根
井
伊
家
)
ニ
不
存
侯
同
と
ら
せ
可

申
｣
と
い
う
結
論
と
な
っ
た
｡
こ
の
報
告
を
受
け
た
故
山
は

｢当
惑
｣
し
､
r是

ハ
正
楽
寺
ハ
地
頭
家
荷
婚
故
'
普
請
後
二
無
理
二
立
申
侯
小
宮
二
侯
へ
者
今
度

出
入
可
申
侯
心
入
二
而
､
兼
而
た
く
ミ
申
侯
事
二
侯

へ
ハ
拙
僧
力
に
て
ハ
中
々

取
申
間
数
侯
J
と

一
応
述
べ
た
と
い
う

(五
月
二
九
日
)｡

こ
こ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
J
龍
津
寺
が
井
戸
普
請
を
担
当
す
る
こ
と
が
当
然

だ
と
い
う
課
織
が
､
彦
根
藩
士
の
な
か
に
あ
っ
た
｡
祖
山
と
し
て
も
､
井
戸
普

輔
を
担
当
し
な
い
こ
と
が
自
身
の
落
ち
度
と
な
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
､
そ

の
た
め
に
出
入
り
に
向
か
っ
て
動
い
た
側
面
は
否
定
で
き
な
い
｡

さ
て
J
彦
根
藩
士
に
対
し
て
右
の
よ
う
に
述
べ
た
後
､
祖
山
は
そ
の
日
の
う

ち
に
与
板
藩
屋
敷

へ
と
出
向
き
､
彦
根
藩
の
用
人
た
ち
に
言
わ
れ
た
こ
と
を
伝

え
て
い
る
が
､
そ
れ
に
対
し
て
与
板
藩
士
の
小
野
七
郎
左
衝
門
は

｢夫
ハ
用
人

衆
申
事
二
両
無
之
侯
､
直
治
様
御
内
意
と
可
存
侯
'
無
調
法
二
挨
拶
不
宜
と
申

候
｣
と
答
え
て
い
る
｡
そ
の
際
も
祖
山
は
､
同
座
し
て
い
た
家
老
源
太
郎

･
弥

次
右
術
門
に
対
し
て

r此
之
宮
取
申
候
事
中
々
容
易
二
申
出
か
た
く
侯
'
正
楽

98
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寺
地
頭
方
と
壱
門
二
罷
成
申
侯
両
､
兼
而
此
井
ヲ
手
二
人
可
申
た
く
ミ
に
官
立

申
候
上
ハ
'
拙
寺
申
分
二
而
ハ
中
々
敢
申
間
数
候

へ
者
､
右
之
宮
取
中
辛
拙
寺

ハ
耗
致
｣
と
述
べ
て
い
る
｡
こ
れ
に
対
し
て
､
家
老
衆
は

｢其
レ
ハ
不
王
侯
､

宮
取
申
事
成
り
不
申
者
'
先
龍
淫
寺

へ
普
請
被
仰
付
可
被
下
候
'
其
上
二
両
左

門
殿
へ
文
を
漆
可
被
下
僕
様
二
相
頼
可
申
旨
被
申
侯
｣
と
述
べ
た
と
い
う

(五

月
二
九
日
)C

翌
日
､
祖
山
は
こ
の
こ
と
を
彦
根
藩
士
た
ち
に
告
げ
る
と
'
｢共
レ
ハ
何
短

二
申
侯
而
も
威
か
た
く
候
､
只
今
御
役
柄
に
候
故
､
左
様
之
押
付
候
事
難
致
候
､

拙
寺
由
緒
之
事
二
侯
間
､
何
様
共
出
入
二
成
共
仕
､
将
明
可
然
｣
と
の
返
答
を

受
け
た
｡
こ
れ
に
対
し
て
祖
山
も

｢拙
寺
之
分
と
し
て
中
々
埼
明
中
か
た
く
候
､

井
之
本
亡
所
二
罷
成
申
侯
間
､
御
蒙
古
被
思
食
立
可
然
し
と
援
助
を
願
い
出
る

が
､
藩
士
た
ち
は

｢尤
先
祖
之
地
大
切
之
段
､
其
元
方
も
此
方
ハ
重
ク
候
､
併

入
組
供
奉
軽
キ
正
楽
寺
□

〔=
虫
損
〕
此
方
相
手
に
仕
事
､
家
二
両
不
敏
候
事

こ
､
是
も
今
度
拙
寺
将
明
不
申
候
而
ハ
末
代
亡
所
二
侯
間
､
是
非
二
情
出
し
可

申
候
而
､
色
4･と
用
人
引
入
申
候
様
ニ
｣
と
述
べ
た
と
い
う
.

祖
山
は
ま
た
即
日
に
与
板
藩
屋
敷
を
訪
れ
て
相
談
し
て
い
る
が
､
家
老
衆
二

人
は

｢右
之
旨
ハ
直
治
様
之
被
仰
と
思
可
申
侯
､
逢
レ
申
供
奉
威
か
た
く
侯
問
､

出
入
二
成
共
致
候
而
碍
明
可
申
｣と
す
る
が
'祖
山
は
｢色
々
と
辞
退
申
侯
'中
々

出
入
ニ
ハ
仕
間
敷
と
申
候
｣
と
答
え
た
｡
こ
の
際
､
小
野
七
郎
左
衛
門
も

｢夫

ハ
龍
滞
寺
為
二
不
宜
侯
､
其
元
ハ
一
代
､
寺
ハ
末
代
之
事
､
龍
漕
寺
為
二
候
間

是
非
ニ
｣
と
述
べ
た
と
い
う
｡

こ
の
よ
う
に
少
な
く
と
も
五
月
末
日
の
段
階
で
は
､
彦
根
藩
士
や
与
板
藩
士

の
方
が
祖
山
よ
り
も
こ
の
件
に
つ
い
て
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
覗
え
る
が
'

当
時
井
伊
直
治
は
大
老
職
に
あ
り
､
彦
根
藩
士
が
表
立
っ
て
出
入
り
に
関
与
す

る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
｡
実
際
､
彦
根
藩
の
用

人
衆
た
ち
は
出
入
り
を
勧
め
て
は
い
る
が
､
六
月
上
旬
に
は
す
で
に
実
際
出
入

と
な
っ
た
ら

｢拙
寺
勝
手
次
第
可
仕
｣
よ
う
繰
り
返
し
て
い
る
(SG).

以
上
の
よ
う
に
､
当
時
の
彦
根
家
中
の
な
か
で
は
正
楽
寺
の

知名
度
は
か
な

り
低
く
(8
)
･
そ
の
た
め
両
井
伊
家
の
藩
士
た
ち
の
多
く
は
龍
滞
寺
を
後
押
し

し
て
い
た
｡
こ
う
し
た
正
楽
寺
と
髄
帝
寺
の

(在
地
以
外
の
レ
ゲ

エ
ル
で
の
)

知
名
度
の
差
が
出
入
り
に
与
え
た
影
響
は
否
定
で
き
な
い
が
'
彦
根
藩
士
た
ち

は
祖
山
和
尚
と
の
私
的
な
関
係
に
よ
っ
て
龍
津
寺
を
支
持
し
て
い
る
わ
け
で
は

必
ず
し
も
な
い
点
に
注
意
を
は
ら
う
必
要
が
あ
ろ
う
｡
す
な
わ
ち
､
彦
根
藩
の

用
人
の
1
人

(※
人
物
特
定
で
き
ず
)
が

｢先
祖
之
地
大
切
之
段
､
其
元
方
も

此
方

ハ
重
ク
侯
｣
と
述
べ
て
い
る
点
や
､
与
板
藩
の
小
野
七
郎
左
衡
門
が

｢龍

帝
寺
為
二
侯
｣
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
､
彼
ら
は

r先

祖
之
地
｣
で
あ
る
龍
滞
寺
そ
の
も
の
の
た
め
に
支
援
し
て
い
た
｡
祖
山
は
最
初

訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
に
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
が
､
近
藤
左
門
に
対
し
て
'
く

り
か
え
し

｢今
度
掃
部
頭
普
請
障
り
不
申
候
様
二
梼
申
｣
し
た
結
果
､
納
袴
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
､
次
第
に
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
を
決
意
し
て
い
く
(gi)｡

そ
の
た
め
､
龍
浮
寺
と
近
藤
家
の
関
係
は
か
な
り
軸
れ

(｢拙
寺
事
ヲ
左
門
殿

散
々
二
被
申
侯
と
薪
右
衡
門
申
候
事
､
拙
僧
申
侯
ハ
､
此
比
左
門
殿
へ
参
'
家

老
共
散
々
不
宜
事
被
申
候
間
､
定
而
右
之
趣
被
申
侯
事
'
内
々
二
両
ハ
中
々
碍

明
不
申
侯
問
､
安
藤
右
京
之
進
殿

へ
罷
出
可
申
候
｣
(七
月
四
日
))､
つ
い
に

鶴
帝
寺
が
寺
社
奉
行
所

へ
訴
え
出
る
こ
と
に
な
っ
た
が

(こ
の
詳
し
い
経
緯
に

つ
い
て
は
表
2
に
ま
と
め
た
)､
井
伊
家
と
近
藤
家
の
間
に
挟
ま
れ
た
祖
山
が
､

こ
う
し
た
動
き
に
出
た
こ
と
は
む
し
ろ
必
然
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
.

00



表2 r宝永年中記録｣にみる正徳元年中の祖山の行動 (抜革)

月 日 也 _来 事

4月26日 朱印改

5月 2El

5月 3日

畠月11日

5月28日 折松前

5月29日

5月30日

6月2日

6月17日
く｡

6月20日 掃部頭基数で広瀬汁兵術 .新右衝門 -市太夫に会い､近藤左門の所-行き､正楽寺が井戸を支配している陛地があるのかどうが尋ねることを伝える.新着術門より､17日に近

藤左門が正粂寺の事について指にやってきたことを細かされる.同日､兵部屋款に行き.､

6月29日

7月6日

7月17日

7月23日

8月 3日 折担中 寺社奉行本多弾正方に参り､寺社役内山貞右術門に口上音差札 所掛 こ際して柵部頭-

書三枚柊め埠出､裏判をもらう.安藤右京の所人参り御判頂赦する.

9月22日

9月23日 神主同ilの上､弊正方-さる.25日夕方に来る上うに首われる｡右京.出羽両方-もさる.

以
下
､
彦
根

･
与
板
･
近
藤
の
三
者

の
立
場
に
つ
い
て
個
々
の
人
物
の
動
向

に
注
意
し
､
出
入
に
つ
い
て
改
め
て
整

理
し
て
み
た
い
｡

(2
)
彦
根
井
伊
家

･
与
板
井
伊
家
の

対
応

こ
こ
で
は
'
彦
根
井
伊
家
と
与
板
井

伊
蒙
の
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
に
つ
い
て
み

て
い
き
た
い
｡
先
述
の
よ
う
に
'
両
井

伊
家
の
家
臣
の
な
か
に
出
入
を
起
こ
す

よ
う
に
促
し
た
グ
ル
ー
プ
が
お
り
'
彼

ら
が

″龍
滞
寺
こ
そ
が
始
祖
出
生
の
井

戸
の
由

緒
を
も
つ
寺
で
あ
る
″
と
い
う

青
侍
を
共
通
に
有
し
て
い
た
こ
と
は
す

で
に
み
て
き
た
｡
今
回
の
出
入
り
が
起

き
た
頃

(正
徳
元
年
)､
彦
根
藩
藩
主

井
伊
直
治
と
家
老
長
野
十
郎
左
衡
門
の

体
調
が
悪
く
､
祖
山
和
尚
も
な
か
な
か

面
会
で
き
て
い
な
い
た
め
'
藩
主
自
身

が
ど
の
よ
う
な
罷
杜
を
し
て
い
た
の
か

に
つ
い
て
は
家
臣
の
青
菜
を
も
っ
て
理

解
す
る
ほ
か
な
い
が
､
す
で
に
見
て
き

た
よ
う
に

『宝
永
年
中
記
録
J)
の
発
見

に
よ
り
'
個
々
の
家
中
の
行
動
は
か
な



り
具
体
的
に
う
か
が
え
る
よ
う
に
な
っ
た
｡
祖
山
が
江
戸
で
面
会
し
た
人
物
と

そ
の
回
数
を
示
し
た
の
が
表
3
で
あ
る
が
'
家
中
の
な
か
で
も
か
な
り
頻
繁
に

面
会
を
し
て
い
る
人
物
が
い
る
こ
と
が
分
か
る
｡
以
下
で
J
各
藩
士
が
ど
の
よ

ぅ
な
行
動
を
と
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
､
具
件
的
に
考
察
し
て
お
く
こ
と
に

し
た
い
｡

表3 袖山和尚在肘IFlの面会回数 (抜粋)

面会回数 人 名 (所属) 立 身

19

17 井伊兵部少括家老

16

13 広瀬柵兵衛 (彦根藩) 大老御用役

10 大老御用役

10 大老御用役

9 井伊兵弥少輔家老

7 井伊兵軒少挿蒙用人

7 内山A右帯門 本多斧正少萄用人

6 大地和淋 (松源寺) 江戸他項四ケ専任攻

6 (##S) 江戸脚 四ケ寺住Jk

6 古田市太夫 (彦故事) 大老#用役

6 近#左FII家老

注)r宝永年中紀舟j をもとに作成.面会回数の少ない人物は省略した｡

①
彦
根
藩
士
の
対
応

○
大
久
保
新
右
術
門

の
場
合

大
久
保
新
右
律
門
は
､

宝
永
五
年
四
月
七
日
よ

り
享
保
七
年
二
月
四
日

ま
で
用
人
役
を
勤
め
'

知
行
高
は

一
四
〇
〇
石

(の
ち
二
〇
〇
〇
石
)

で
あ
っ
た
.
彦
根
藩
に

お
け
る
用
人
役
は
､
彦

根
と
江
戸
そ
れ
ぞ
れ
に

三
～
四
人
程
度
配
直
さ

れ
､
家
老

･
中
老
役
の

次
席
と
し
て
評
鞍
へ
も

参
加
し
､
奥
方

･
諸
屋

敷
奥
方
を

支
配
し
た
｡

新
右
衡
門
は
､
地
帯
寺

と
正
楽
寺
の
出
入
り
が

避
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
折
へ
｢御
判
物
ヲ
以
可
被
仰
立
旨
被
申
侯
事
二
侯
｣
と

し
て
'
訴
訟
に
関
す
る
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
る
｡
こ
こ
で
い
う

r御
判
物
J
と
は
'
龍
荘
寺
に
伝
わ
る
徳
川
家
康
判
物
の
こ
と
で
あ
り
'
祖
山

は
朱
印
改

(正
徳
元
年
五
月
中
)
こ
れ
を

｢権
現
様
書
出
J
と
し
て
寺
社
奉
行

所
へ
提
出
し
J
担
当
役
人
の
野
村
弥
太
夫
か
ら

｢御
書
出
と
申
物
二
両
無
之
侯
～

御
判
物
と
申
両
､
権
現
様
御
荘
判
二
両
､
御
朱
印
方
ハ
重
キ
物
二
侯
)
と
教
え

ら
れ
て
い
る

(五
月
三
日
)｡
祖
山
は
正
徳
元
年
の
江
戸
在
府
中
に
こ
の
判
物

の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
強
く
製
接
し
た
こ
と
に
な
る
｡

大
久
保
は
J
こ
の
朱
印
改
の
際
に
も
祖
山
の
対
応
に
あ
た
っ
て
お
り

(五
月

五
EZ1)'
用
役
鈴
木
権
兵
衛
と
同
じ
く
､
井
伊
谷
能
瀬
寺
に
関
わ
る
一
連
の
間

質
の
担
当
役
人
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
｡
大
久
保
と
鈴
木
は
､
井
之
出
入
が
生

じ
る
前
か
ら

r正
楽
寺
参
侯
両
も
取
合
申
間
数
侯
､
左
門
殿
家
老
衆
何
と
申
両

も
御
判
物
等
之
由
緒
ヲ
以
挨
拶
可
申
侯
､
此
上
不
限
何
時
此
方
へ
御
相
鉄
被
成

度
侯
ハ
バ
御
志
ら
せ
可
被
成
侯
'
用
筆

二
人
之
内
､
其
外
用
人
衆
相
萩
御
挨
拶

被
成
可
被
下
旨
約
束
申
事
｣
と
い
う
約
束
を
取
り
交
わ
し
て
お
り

(六
月

一
〇

日
)'

1
貫
し
て
龍
津
寺
の
側
を
支
援
し
て
い
た
が
'
と
く
に
大
久
保
の
な
か

に

r御
判
物
等
之
由
緒
ヲ
以
J
権
利
を
主
張
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う

欝
鞍
が
あ
り
､
実
際
そ
の
こ
と
が
先
述
し
た
よ
う
な
出
入
の
結
果
を
呼
び
込
ん

だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

○
広
瀬
滑
兵
衛
の
場
合

租
山
和
尚
が
争
論
を
展
開
す
る
に
際
し
､
最
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
人

物
の
1
人
と
し
て
広
瀬
汁
兵
衛
が
あ
げ
ら
れ
る
(∽
)｡

広
瀬
は
実
際
に
祖
山
が
出
入
り
を
起
こ
す
直
前
に

｢清
兵
衛
内
意
被
申
侯
ハ

兎
角
二
井
元
AQ
訴
訟
二
可
被
仰
立
侯
'
寺
社
御
奉
行
所
へ
手
入
致
侯
事
も
'
又



手
立
も
可
有
之
事
二
候
､
是
非
と
申
侯
而
訴
訟
可
仕
｣
と
述
べ
て
お
り

(六
月

1
六
En
)､
か
な
り
積
極
的
な
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る

(竹
内
弥

八
郎
に
つ
い
て
も

｢同
心
｣
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
)｡
祖
山
は
､
清
兵

衛
に
対
し
て

｢清
兵
衛
ハ
春
込
能
候
｣
な
ど
と
記
し
て
お
り
､
実
際
に
協
力
的

で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
｡
出
入
が
本
格
化
す
る
な
か
'
祖
山
に
対
し

｢★
僧

様
､
此
度
之
御
訴
訟
指
つ
か
へ
承
引
申
侯
二
付
何
共
気
毒
二
存
侯
間
'
少
ハ
た

り
こ
も
成
可
申
鼓
と
存
侯
二
付
昨
日
静
正
接
御
内
田
方
半
平
方
比
下
書
之
通
二

手
紙
紙
達
侯
所
二
今
日
返
事
如
比
申
来
侯
､
中
々
能
キ
挨
拶
二
御
座
候
付
大
慶

仕
侯
J
と
い
う
書
状
を
送
っ
て
い
る

(九
月
二
一
日
)｡
こ
こ
か
ら
明
ら
か
な

よ
う
に
広
瀬
は
寺
社
奉
行
本
田
弾
正
の
家
中
で
あ
る
田
方
半
平
に
手
紙
を
遭

い
､
具
体
的
な
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
､
何
ら
か
の
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
(;
)O
広
瀬
に
つ
い
て
は
J
T誠
之
中
興
開
山
之
和
尚
桜
と
被
存

侯
j
と
祖
山
和
尚
を
称
し
た
書
状
が
龍
滞
寺
所
蔵
の
文
事
群
の
な
か
に
確
罷
で

辛
(H
)､
祖
山
と
の
私
的
な
つ
な
が
り
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

○
長
野
十
郎
左
衛
門
の
場
合

観
山
の
在
江
戸
中
､
彦
根
藩
の
家
老
で
あ
っ
た
の
が
J
長
野
十
郎
左
命
門
で

あ
る
｡
彦
根
藩
の
家
老
は
正
徳
元
年
の
頃
は
5
名
で
､
御
仕
笹
の
評
議
や
意
見

具
申
､
法
度
違
反
者
や
公
事
出
入
り
の
詮
議
お
よ
び
仕
置
き
を
担
当
す
る
彦
根

藩
の
政
策
決
定
の
な
か
で
最
も
重
要
な
ポ
ス
ト
の
1
つ
で
あ
る
(R
).
長
野
は
､

知
行
高
と
し
て
五
〇
〇
〇
石
を
有
L
t
彦
根
藩
の
な
か
で
も
屈
指

の実力
者
で

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
､
当
時
は

r病
床
J
で
あ
っ
た

(五
月
E
]日
)｡

長
野
は
､
正
徳
元
年
六
月
に
旗
本
の
近
藤
左
門
と
面
会
し
､
懸
案
と
な
っ
て

い
る

｢井
之
出
入
｣
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
､
次
の

よ
う
な
応
答
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
｡
ま
ず
近
藤
は
､
｢正
楽
寺
由
緒
之
事
､

旧
冬
彦
九
郎
番
付
ヲ
以
物
騒
仕
侯
通
二
御
座
候
間
､
正
楽
寺
二
着
紳
被
仰
付
候

様
ニ
｣､
｢又
正
楽
寺
二
御
建
被
下
侯
様
ニ
｣
と
述
べ
る
｡
こ
れ
に
対
し
長
野
は

｢夫
ハ
思
食
相
違
申
侯
､
家
之
由
緒
正

楽
寺
二
有
之
旨
古
来
JJZ此
方
二
覚
無
之

侯
､
龍
薄
寺
元
祖
以
来
之
由
結
先
祖
出
家
仕
住
持
相
勤
申
候
'
只
今
正
楽
寺
二

着
相
中
付
事
難
致
'
又
ハ
正
楽
寺
二
速
申
事
も
難
致
候
間
､
左
様
二
御
心
得
可

被
成
｣
と
言
っ
た
と
い
う

(六
月

l
六
日
)｡

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
､
観
山
和
尚
は
彦
根
藩
用
人
の
大
久
保
薪
右
衛
門
と
広

瀬
清
兵
衛
よ
り
伝
聞
し
て
い
る
が
､
彦
根
啓
の
家
老
で
あ
っ
た
長
野
が
'
龍
薄

寺
の
元
祖
以
来
の
由
緒
を
懲
め
､
井
伊
家
と
の
由
緒
を
も
た
な
い
正
楽
寺
と
は

｢連
中
事
も
弊
政
候
｣
と
述
べ
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
ろ
う
｡
長
野
は
他
の
改

巷
に
多
忙
で
あ
り
t
r井
之
出
入
J
に
積
極
的
に
関
わ
っ
た
様
子
は
伺
え
な
い
が
､

少
な
く
と
も
稚
滞
寺
を
支
持
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
｡

②
与
板
藩
士
の
対
応

与
板
辞
士
の
対
応
は
'
幕
府
要
職
に
つ
い
て
い
た
彦
根
藩
よ
り
も
顕
著
に
積

極
的
で
あ
る
｡
と
く
に
､
小
野
･
松
下
の
二
名
の
行
動
が
注
目
さ
れ
る
｡

○
小
野
七
郎
左
衛
門
の
場
合

租
山
和
尚
が
訴
訟
を
起
こ
す
際
に
必
要
と
な
っ
た
諸
事
類

(
口
上
書
や
由
緒

書
な
ど
)
の
作
成
に
つ
い
て
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
た
の
が
与
板
藩
士

の
小
野
七
郎
左
衛
門
で
あ
る
｡
小
野
家
と
次
に
み
る
松
下
家
は
与
板
藩
の
家
老

を
世
恭
し
､
藩
政
全
体
を
統
括
す
る
ポ
ス
ト
に
あ
っ
た
｡
両
家
は
と
も
に
井
伊

毛
と
の
縁
故
が
深
く
､
先
祖
は
徳
川
家
康
に
仕
え
た
こ
と
も
あ
る
た
め
'
年
頭

に
江
戸
城
へ
上
り
例
年
献
上
品
を
差
出
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
(≡

r右
者

(=

r拙
寺
江
鞍
下
荘
侯
御
判
物
由
緒
之
覚
｣)
兵
部
様
二
両
､
小
野
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七
郎
左
衡
門
殿
賢
被
下
侯
番
付
｣
(五
月

1
g
]日
)'
｢左

(-

｢遠
州
井
伊
谷

税
務
寺
井
之
由
来
｣)､
小
野
七
郎
左
衝
門
相
談
二
而
相
認
申
達
侯
手
付
｣
(八

月
一
五
日
)
な
ど
の
故
山
の
記
壕
か
ら
分
か
る
よ
う
に
'
龍
再
寺
の
由
緒
事
の

作
成
に
は
小
野
の
知
熊
が
利
用
さ
れ
て
お
り
､
か
な
り
井
伊
谷
の
旧
史
､
と
く

に
龍
津
寺
所
蔵
の
古
文
書

(朱
印
状

･
判
物
な
ど
)
に
詳
し
い
人
物
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
｡
ま
た
'
小
野
は
､
祖
山
と
の
間
で
次
の
よ
う
な
話
が
麿
か
に

行
わ
れ
て
い
た
｡
r七
郎
左
衛
門
殿
ひ
そ
か
に
申
侯
ハ
､
十
年
巳
前
に
盤
夢
見

申
供
物
ハ
と
り
申
侯
､
是
ハ
単
紙
こ
つ
く
し
か
た
く
候
'
扱
又
鶴
帝
寺
境
内
に

清
浄
之
所
も
候
ハ
バ
八
幡
宮
ヲ
勧
進
中
皮
旨
帰
事
申
候
ハ
バ
つ
く
り
可
申
達
旨

ひ
そ
か
に
被
申
侯
事
､
此
義
ハ
他
言
申
間
数
旨
被
申
倹
し
(八
月
-
五
日
)｡

こ
の
よ
う
に
小
野
の
井
伊
谷
に
つ
い
て
の
思
い
入
れ
は
強
く
'
祖
山
と
の

私
的
な
つ
な
が
り
も
深
か
っ
た
｡
龍
津
寺
所
栽
文
事
の
な
か
に

｢小
野
氏
系

図
｣
垂

が
確
認
で
き
る
理
由
も
こ
う
し
た
事
情
と
関
係
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
｡

○
松
下
源
六
郎
の
堤
合

用
人
の
松
下
漁
六
郎
も
､
与
板
藩
の
な
か
で
は
家
老
格
の
小
野
七
郎
左
衛
門

と
松
下
源
左
衛
門
に
続
く
有
力
者
で
あ
っ
た
｡
源
六
郎
は
､
与
板
藩
井
伊
家
の

家
中
か
ら
近
藤
彦
九
郎
家
へ
と
養
子
に
入
っ
た
徳
美
音
兵
衛
と
い
う
人
物
か
ら
､

近
藤
用
達
と
家
老
衆
が

r是
ハ
何
ヲ
申
侯
而
龍
薄
寺
構
申
間
取
旨
之
経
文
出
旋

申
侯
へ
者
'
先
年
埼
明
申
候
間
､
龍
済
寺
何
程
掃
部
頭
様
御
威
光
ヲ
か
り
申
侯

而
申
侯
而
も
別
条
無
之
と
物
語
申
侯
｣
と
家
中
に
対
し
て
述
べ
て
い
た
こ
と
を

聞
き
出
し
祖
山
和
尚
に
伝
え
て
お
り
､
私
的
な
つ
な
が
り
も
か
な
り
深
か
っ
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

(六
月

一
〇
日
)｡

松
下
源
六
郎
も
小
野
と
同
様
に
井
伊
谷
に
つ
い
て
の
関
心
が
強
か
っ
た
よ
う

で
'
祖
山
和
尚
を
屋
敷
に
招
い
て
御
馳
走
し
た
際
に
は
'
地
元
井
伊
谷
村
の
有

力
者
で
あ
る
中
井
多
吉
(聖
の
事
な
ど
に
つ
い
て
委
細
に
尋
ね
て
い
る

(五
月

二
六
日
)｡

こ
う
し
た
彦
根

･
与
板
藩
士
の
活
動
は
､
他
な
ら
ぬ
祖
山
和
尚
自
身
に
よ
っ

て
執
筆
さ
れ
た
記
録
で
あ
り
､
当
然
史
料
批
判
の
視
点
が
要
求
さ
れ
る
｡
し
か

し
､
先
述
し
た
よ
う
に
現
在
も
龍
津
寺
に
彼
ら
と
の
つ
な
が
り
を
示
す
書
状
が

多
く
の
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
通
り
'
祖
山
和
尚
が
正
楽
寺
の
実

箕
和
尚
よ
り
も
井
伊
家
に
対
し
て
よ
り
深
い
パ
イ
プ
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
確

実
で
あ
ろ
う
O

ま
た
重
要
な
の
は
､
彦
根

･
与
板
藩
の
個
々
の
#
士
の
な
か
で
出
入
り
に
と

り
わ
け
協
力
的
で
あ
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
い
た
こ
と
で
あ
る
｡
経
済
的
な
側
面
か

ら
す
れ
ば
t
r由
緒
の
井
戸
｣
自
体
に
そ
れ
ほ
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
は
思

わ
れ
な
い
が
〈5;)'
そ
れ
を
管
理
す
る
こ
と
の
政
治
的

･
宗
教
的
な
意
味
は
か

な
り
大
き
か

った
と
考
え
ら
れ
る
｡
ア
ン
ソ
ニ
ー

･
ギ
デ
ン
ズ
は
､
伝
統
的
権

威
と
い
う
か
た
ち
で
権
能
を
も
つ
人
び
と

は
､
r定
式
的
真
理
の
も
つ
原
因
カ

に
特
別
に
接
近
利
用
で
き
る
こ
と
で
､
権
能
を
有
し
た
り
､
権
威
と
な
っ
て
き

た
｣
と
鴇
じ
て
い
る
が
(苧

ま
さ
に
こ
の

r由
緒
の
井
戸
｣
の

｢守
康
者
｣

と
な
る
こ
と
が
､
当
地
の
宗
教
者
と
し
て
の
尊
厳
に
関
わ
る
問
題
と
な
っ
て
い

た
｡
そ
し
て
､
そ
の
背
後
に
は
上
述
の
よ
う
な
井
伊
家

(政
治
権
力
)
の
反
応

が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
｡

い
ず
れ
に
せ
よ
､
こ
の
出
入
を
通
じ
て
､
井
伊
家
の
先
祖
故
林
で
あ
る
井
伊

谷
に
つ
い
て
の
罷
故
が
'
井
伊
家
の
家
中
の
間
で
相
当
深
ま
っ
た
こ
と
は
た
し

か
で
あ
る
｡
以
下
'
領
主
で
あ
る
旗
本
井
伊
谷
近
藤
氏
の
対
応
に
つ
い
て
具
体

的
に
み
て
い
き
た
い
｡
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(3
)
領
主
旗
本
近
藤
氏
の
対
応

旗
本
近
藤
氏
側
の
対
応
は
､
先
に
見
た
井
伊
両
家
と
は
正
反
対
な
も
の
で

あ
っ
た
｡
先
述
し
た
よ
う
に
､
か
つ
て
近
藤
氏
は
正
楽
寺
の
支
配
が
正
当
だ
と

い
う
判
断
を
示
し
て
お
り
'
今
回
の
出
入
り
に
際
し
て
も
正
楽
寺
の
主
張
を
支

持
し
た
の
は
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
｡

具
体
的
な
動
き
と
し
て
は
､
井
伊
谷
近
藤
氏
の
三
家
老
で
あ
る
三
谷
近
右
衡

門

･
須
田
岡
右
衛
門

･
小
沢
九
郎
兵
衛
は
'
六
月
九
日
に
近
藤
豪
の
屋
敷
に
妨

れ
た
祖
山
和
尚
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
､
｢岡
右
衛

門
申
候
ハ
､
其
レ
ハ
先
年
出
入
有
之
侯
而
彦
九
郎

･
話
石
取
扱
之
上
'
御
先
住

Q
向
後
柵
無
之
旨
､
此
方
江
書
状
敏
速
侯
上
ハ
幸
相
済
申
侯
事
'
其
元
ハ
御
株

不
被
成
侯
筈
､
正
楽
寺
支
配
二
相
究
申
侯
故
､
定
而
別
当
と
申
参
侯
と
存
侯
間
､

井
元
御
横
さ

へ
無
之
上
ハ
､
別
二
掃
部
頭
様
方
普
請
二
練
り
申
候
事
ハ
無
之
と

存
侯
'
当
分
左
門
二
申
開
せ
侯
両
も
親
政
べ
き
侯
事
､
其
元
思
食
之
通
ニ
ハ
挨

拶
難
致
候
間
'
左
様
二
相
心
得
可
申
侯
｣
(六
月
九
日
)｡

こ
こ
で
の
孝
吉
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
､
近
藤
三
家
老
は
終
始

1
井
し
て
正

楽
寺
支
配
の
正
当
性
を
主
蕪
し
て
い
る
｡
在
地
に
お
い
て
は
､
正
楽
寺
側
に
つ

く
人
物
も
多
か
っ
た
よ
う
で
､
た
と
え
ば
岩
間
寺
よ
り

｢何
時
発
足
申
侯
哉
日

限
し
ら
せ
申
侯
｣
と
の
連
絡
を
受
け
た
祖
山
は

｢是
ハ
正
楽
寺
JQ
岩
間
寺
ヲ
頼

人
と
相
見
申
J
と
解
釈
し
て
い
る

〓
ハ
月
七
日
)｡

し
か
し
'
先
述
し
た
よ
う
に
'
こ
の
後
､
近
藤
氏
は
彦
根
井
伊
家
と
面
会
も

ま
ま
な
ら
な
い
正
楽
寺
の
★
賢
和
尚
を
何
と
か
井
伊
家
と
引
き
合
わ
せ
よ
う
と

躍
起
に
な
っ
て
お
り
'
彦
根
井
伊
家
の
家
老
長
野
十
郎
左
衝
門
と
旗
本
近
藤
左

門
は
実
際
に
面
会
し
て
事
情
を
説
明
し
て
い
る

(先
述
)｡

な
お
､
近
藤
氏
の
三
家
老
の
な
か
で
'
特
徴
的
な
動
き
を
し
て
い
る
の
が
小

沢
九
郎
兵
衛
で
あ
る
｡
故
山
が
近
藤
左
門
の
屋
敷

へ
来
妨
し
た
折
'
小
沢
は

一

青
も
発
さ
な
か
っ
た
と
い
う
が
､
祖
山
は

r是
ハ
先
年
JJQ之
御
た
く
ミ
之
事
～

兼
而
小
沢
九
郎
兵
衛
こ
し
ら
へ
申
侯
事
｣
と
小
沢
こ
そ
が
今
回
の
出
入
り
の
黒

幕
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

(六
Å

一
七
日
)ら

な
お
'
先
に
述
べ
た
通
り
､
近
藤
氏
に
は
他
に
四
つ
の
分
家
が
存
在
し
て
い

る
が
､
近
藤
登
之
助
家
の
動
き
に
つ
い
て
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
｡
租
山

自
身
が

｢左
門
殿
と
ハ
相
違
申
侯
｣
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
､
家
中
長
瀬
与
兵

衛
･平
田
長
右
衛
門
の
話
で
は
､貞
亨
年
間
の
出
入
り
の
際
に
近
藤
布
石
は

r正

楽
寺
荷
塘
｣
し
た
の
で
は
な
く
'
出
入
り
に
発
展
す
る
の
を
回
適
し
た
の
だ
と

理
解
し
て
い
た
と
い
う

(六
月

一
七
日
)｡
し
か
し
'
近
藤
左
門
の
家
老
衆
は
'

登
之
助
の
家
中
た
ち
に
も
事
情

(先
住
書
状
の
有
無
'
｢正
楽
寺
七
百
年
巳
来

之
古
跡
二
侯
､
龍
滞
寺
ハ
百
四
五
十
年
以
来
之
事
二
御
座
候
旨
｣
な
ど
)
を
説

明
し
､
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
た

(六
月
二
三
日
)｡

出
入
り
が
い
よ
い
よ
避
け
ら
れ
な
く
な
る
と
'
小
沢
は
近
藤
登
之
助
の
家
中

長
瀬
与
兵
衛
や
天
間
三
右
衛
門
を
通
じ
て
､
龍
津
寺
に
訴
訟
を
や
め
さ
せ
る
よ

う
に
､
意
見
し
て
も
ら
う
よ
う
に
頼
み
込
ん
で
い
る
｡
こ
の
と
き
､
天
間
と

小
沢
の
間
で
次
の
よ
う
な
応
答
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
｡
｢天
間
三
右
衝
門
申
侯

ハ
､
兎
角
二
乍
悌
近
藤
家
井
伊
家
江
出
入
申
侯
ハ
､
先
祖
之
武
功
二
而
全
以
心

易
ク
出
入
申
候
間
､
此
儀
二
付
巳
後
左
門
様

･
掃
部
頭
様

へ
御
出
入
二
付
御
隔

心
無
之
様
二
枚
成
可
然
と
乍
倖
存
寄
申
と
被
申
侯
事
'
九
郎
兵
衛
申
侯

ハ
'
其

段
ハ
合
点
仕
候
､
左
門
申
侯
ハ
棟
部
頭
株
御
内
二
侯
､
往
古
Q
正
条
寺
支
配
二

紛
レ
無
之
候
､
只
今
純
潔
寺
申
侯
楼

二
敦
候
而

ハ
御
先
祖
之
御
為
も
不
宜
侯

故
､
却
而
蹄
部
頭
様
御
為
二
侯
と
被
申
侯
､
三
右
衛
門
も
さ
わ
ら
す
挨
拶
申

侯
J｡
こ
れ
を
受
け
て
長
瀬
与
兵
衛
は
祖
山
和
尚
に
対
し
て
､
｢右
之
わ
け
こ
侯

間
'
此
俄
相
軟
合
字
ハ
与
兵
衛
と
左
門
様
井
家
老
衆
さ
げ
す
,I,に
連
中
事
気
之

ど
く
こ
候
間
､
向
後
ハ
在
江
戸
中
屋
敷
江
ハ
勿
論
拙
者
と
ハ
対
面
書
通
等
も
御
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無
用
ニ
｣
と
述
べ
て
お
り
､
祖
山
も
こ
れ
に
納
得
し
て
い
る

(七
月
六
日
)
(P;)･

五
近
藤
家
は
､
少
な
く
と
も
七
月
中
に
は
そ
れ
ぞ
れ
正
楽
寺
支
配
を
正
当
と
す

る
よ
う
意
見
を

一
致
さ
せ
て
い
た
よ
う
に
み
ら
れ
る
｡
お
そ
ら
く
､
こ
う
し
た

背
景
に
は
､
小
沢
を
中
心
と
し
た
近
藤
左
門
の
家
老
衆
の
政
治
的
活
動
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
｡

な
お
､
近
藤
左
門
は
自
ら
も
度
々
井
伊
掃
部
頭
屋
敷
へ
訪
れ
'
広
瀬
清
兵
衛

や
鈴
木
権
兵
衛
な
ど
に

｢龍
滞
寺
公
義
江
罷
出
候
事
不
得
其
意
'
断
も
不
申
侯

而
公
義
江
罷
出
申
候
段
不
届
此
方
於
ふ
み
つ
け
こ
致
候
段
色
々
と
被
申
｣
て
い

る
が

(八
月
二
五
日
)､
先
に
見
た
よ
う
に
彦
根
藩
士
た
ち
は
龍
帝
寺
の
支
配

を
正
当
と
し
て
お
り
､
こ
う
し
た
発
言
に
取
り
合
っ
て
い
な
い
｡
領
主
近
藤
氏

と
龍
滞
寺
の
対
立
が
こ
の
と
き
か
な
り
深
刻
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
こ
か

ら
も
う
か
が
え
よ
う
(仙
)o

最
後
に
､
江
戸
触
頭
四
ケ
寺
を
中
心
と
す
る
妙
心
寺
派
の
寺
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
存
在
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
｡
祖
山
が
訴
訟
を
起
こ
す
際
に
は
､

江
戸
触
頭
四
ケ
寺
の
承
認
が
必
要
で
あ
っ
た
よ
う
で
､
訴
訟
に
必
要
と
さ
れ
る

事
類
に
つ
い
て
も
逐

一
御
覧
に
入
れ
て
い
る
｡
ま
た
同
じ
妙
心
寺
派
の
清
見
寺

や
龍
興
寺
と
の
つ
な
が
り
も
窺
え
'
た
と
え
ば
龍
興
寺
は
祖
山
の
書
い
た
由
緒

番
を
本
田
弾
正
の
役
人
の
と
こ
ろ
へ
遣
わ
し

｢兼
而
弾
正
殿
耳
二
立
置
キ
可
申

候
｣
よ
う
に
依
頼
し
て
い
る

(八
月
1
七
日
)｡

こ
の
点
に
関
し
て
､
正
楽
寺
側
の

(真
言
宗
系
寺
院
の
つ
な
が
り
を
示
す
)

史
料
が
確
認
で
き
な
い
た
め
強
調
は
で
き
な
い
が
､
こ
う
し
た
妙
心
寺
派
系
寺

院
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
祖
山
の
行
動
を
支
え
た
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
｡

3

出
入
り
の
影
響

結
局
､
井
戸
普
請
は
龍
滞
寺
が
担
当
し
'
正
徳
二
年
八
月
十
五
日
に
完
成
し
､

あ
ら
た
め
て
石
碑
が
建
立
さ
れ
た
｡
｢井
之
出
入
｣
は
､
正
徳
元
年
八
月
か
ら

一
〇
月
に
か
け
て
の
三
か
月
間
に
わ
た
っ
た
が
､
そ
の
間
､
在
府
中
で
あ
っ
た

祖
山
和
尚
は
'
数
回
井
伊
直
該
に
呼
び
出
さ
れ
'
次
の
よ
う
な
要
請
を
受
け
た

と
い
う
｡

｢〔史
料
5

〕

一
､
正
徳

元

年
卯
之
八
月
九
月
十
月
三
ケ
月
之
中
'
井
出
入
取
組
在
江
戸
仕

侯
'
直
該
公
御
居
間
数
度
被
召
候
而
出
入
之
事
御
尋
被
遊
候
上
に
て
段
々

御
先
祖
之
事
､
又
御
位
牌
御
法
名
逐

一
御
尋
被
遊
侯
故
､
段
々
と
中
上
侯
'

直
盛
公
之
御
影
ハ
先
住
徹
里
道
立
仕
侯
段
申
上
侯
得
者
､
直
該
公
被
仰
侯

ハ
'
夫
ハ
先
住
ハ
奇
特
之
心
底
二
而
直
感
公
之
御
影
ハ
如
何
様
敦
侯
哉
と

御
尋
二
侯
､
拙
僧
中
上
候
ハ
先
住
京
都
六
波
羅
二
直
政
公
之
御
影
御
座
候

を
存
候
故
､
俳
師
江
申
付
直
政
公
之
御
影
と
同
前
致
申
侯
旨
申
上
侯
得
者
､

即
チ
仰
侯
ハ
先
住
ハ
能
直
政
公
之
御
影
を
存
侯
と
御
意
有
之
､
即
被
仰
侯

ハ
'
元
祖
共
保
公
之
御
影
直
政
公
之
御
影
ハ
連
立
可
被
成
旨
元
祖
共
保
公

方
直
澄
公
迄
御
代
々
之
御
位
牌
不
残
弐
拾
本
'
又
御
廟
所

･
仮
屋

･
御
位

牌
生
井
二
御
手
金
百
三
拾
両
御
津
不
残
御
造
立
に
御
座
候
'
御
参
詣
之
後

二
相
考
申
候
得
者
共
節
よ
り
も
井
伊
谷
御
参
詣
之
息
召
有
之
故
､
右
之
通

二
被
仰
付
候
と
相
見
申
侯
な
り

(中
略
)
右
共
保
公
御
影
､
直
政
公
御
影

並
共
保
公
室

手
代
之
位
牌
不
残
御
造
立
'
｣
(-
)

先
に
み
た
よ
う
に

『宝
永
年
中
記
録
』
の
な
か
に
は
､
井
伊
直
該
と
祖
山
が
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直
接
面
会
L
t上
述
の
よ
う
な
約
束
を
交
わ
し
た
記
録
は
み
ら
れ
な
い
が

(『宝

永
年
中
記
録
Jl
に
記
載
の
な
い
十
月
頃
に
面
会
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
)､

少
な
-
と
も
井
伊
家
の
家
中
に
は

(井
伊
家
と
そ
の
家
臣
の
)
先
祖
崇
拝
の
意

識
は
強
く
､
こ
う
し
た
要
請
は
存
在
し
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
｡
実
際
､

観
山
は
､
正
徳
五
年
三
月
に
家
老
の
長
野
十
郎
左
衡
門
と
羊
頭
家
老
の
木
俣
締

左
衡
門
に
対
し
t
r井
之
事
も
拙
僧
十
三
年
之
間
苦
労
二
仕
失
却
分
二
過
申
侯

へ
共
､
兎
や
角
と
仕
'
落
着
仕
候
｣
と
述
べ
た
う
え
t
r御
両
体

(井
保
･荘
政
)

御
影
御
位
牌
ハ
不
凍
直
奥
様
被
仰
付
侯
故
立
置
申
侯
｣
と
い
う
覚
書
を
提
出
し

て
い
る
垂

｡

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
正
徳
年
間
の
出
入
り
を
通
じ
､
井
伊
家
と
龍
帝
寺
の

結
び
つ
き
は
ま
す
ま
す
強
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
｡
具
体
的
に
は
'
井
伊
家
先
祖

の
位
牌
や
木
像
な
ど
の
表
象
物
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
へ
彦
根

藩
主
に
よ
る
井
伊
谷
参
詣
が
在
地
社
会
に
与
え
た
影
響
は
き
わ
め
て
大
き
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
｡
す
な
わ
ち
､
正
徳
二
年
の
井
伊
直
親
公
百
五
十
年
遠
忌
法
事

に
は
､
御
代
参
と
し
て
今
村
忠
右
衡
門
が
来
訪
し
て
お
り
､
正
徳
E
]年
九
月

十
五
日
に
は
井
伊
直
治
が
参
詣
し
､
止
宿
し
て
い
る
｡
こ
の
と
き
､
共
保
公
へ

銀
子
五
枚
'
直
親
公
へ
五
枚
､
す
べ
て
合
計
で
銀
子
l
七
二
枚
が
海
津
寺
に
下

し
置
か
れ
た
と
い
う
｡
ま
た
'
井
伊
谷
村
の
二
宮
神
社
神
主
中
井
氏
は
'
こ
の

と
き
の
参
詣
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
｡

r
〔史
料
6
〕

l
t
井
伊
右
門
督
直
治
公
'
遠
江
見
附
墨
休
､
夫
方
市
野
通
り
並
木
筋
気
賀

落
合
AQ
井
小
野
村
観
音
堂
お
ゐ
て
支
度
､
夫
古
井
ノ
元
江
参
詣
､
鴇
漕
寺

江
休
息
'
同
日
八
幡
宮
江
社
参
'
秦
内
税
葎
寺
祖
山
代
､
八
幡
宮
江
御
刀

馬
代
金
壱
牧
神
納
､
奥
様
方
白
銀
弐
牧
神
納
､
翌
十
六
日
朝
髄
漣
寺
八
幡

宮
江
奥
様
御
同
道
二
両
御
参
詣
J
夫
古
同
日
御
出
立
之
節
中
門
外
お
ゐ
て

御
目
見
､
井
伊
谷
中
井
与
惣
左
衛
門
､
神
宮
寺
山
本
六
兵
衛
'
横
尾
大
石

徳
右
衛
門
､
祝
田
萩
原
薪
之
丞
､
気
賀
岩
井
庄
右
衛
門
'
井
伊
谷
村
役
直

右
衛
門
､
神
宮
寺
村
役
久
左
衛
門
'
銘
々
上
下
着
用
為
御
目
録
金
百
疋
宛

被
下
之
､
祝
田
村
大
藩
専
任
き
う
わ
ん
同
弟
子
恵
倍
茂

1
同
二
御
目
見
仕

侯
事
､
但
シ
中
井
近
直
代
)
(9
)

こ
こ
で
､
神
主
や
村
役
が
藩
主
井
伊
直
治
に
御
目
見
し
､
金
百
匹
宛
を
も
ら

い
受
け
て
い
る
が
､
正
楽
寺
の
名
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
確
認
し
て

お
く
必
要
が
あ
ろ
う
｡

彦
根
藩
主
に
よ
る
井
伊
谷
参
詣
は
､
こ
の
後
歴
代
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
､
と
く
に
大
老
井
伊
直
常
の
と
き
に
は
か
な
り
大
規
模
な

参
詣
が
行
わ
れ
て
い
る
13
)｡
ま
た
,
正
徳
二
年
以
降
'
井
伊
直
咳
に
対
し
て
'

正
月
集
札
で
祈
祷
さ
れ
た

r由
緒
の
井
戸
｣
の
水

(｢井
水
｣)
の
献
上
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
'
そ
の
風
習
は
や
が
て
井
伊
豪
の
家
中
の
な
か
に
も
広
が
っ

て
い
く
(IS
V｡
こ
う
し
た
井
伊
家
に
よ
る
井
伊
谷
参
詣
の
間
借
や
t
r井
水
｣

の
儀
礼
の
広
が
り
に
つ
い
て
も
詳
細
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
が
､
す
で
に
字

数
は
尽
き
た
た
め
､
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
格
を
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
｡

お
わ
り
に

本
積
で
は
､
龍
津
寺
所
蔵
の

『宝
永
年
中
記
録
JI
を
も
と
に
､
主
に
次
の
四

点
を
明
ら
か
に
し
た
｡

-
)
正
徳
元
年
に
行
わ
れ
た
出
入
り
に
お
い
て
､
彦
根

･
与
板
両
藩
士
の
な
か

に
出
入
り
を
耕
棲
的
に
行
う
よ
う
龍
洋
寺
に
呼
び
か
け
た
グ
ル
ー
プ
が
い
た
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こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
｡
彼
ら
は
表
に
は
出
な
い
が
'
訴
訟
の
手
段
や
人

脈
な
ど
､
様
々
な
方
法
で
祖
山
を
援
助
し
て
お
り
､
そ
れ
が
判
決
に
与
え
た

影
響
の
大
き
さ
も
否
定
で
き
な
い
C

･j
)
出
入
り
の
背
景
に
は
､
彦
根

I
与
板
藩
士
の
先
祖
崇
拝
者
昔
の
形
成
が
垣

間
見
ら
れ
る
｡

一
方
､
貞
享
年
間
に
正
楽
寺
支
配
の
正
当
性
を
裁
許
し
た
近

藤
氏
も

一
歩
も
引
く
こ
と
は
で
き
ず
J
出
入
は
井
伊
氏
-
他
車
寺
,S
正
楽
寺

-
近
藤
氏
の
構
図
を
も
っ
た
｡

■皿
)
彦
根

･
与
板
藩
士
や
他
寺
僧
侶
と
の
江
戸
で
の
話
し
合
い
を
通
じ
､
祖
山

和
尚
は
龍
帝
寺
の
由
緒
を
よ
り
自
覚
的
に
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た

(た
だ
し
'

こ
れ
は
出
入
り
だ
け
で
は
な
く
､
そ
れ
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
朱
印
改
め
の
影

響
も
大
き
い
)｡

Ⅳ
)
出
入
り
の
後
､
彦
根
滞
主
井
伊
家
と
井
伊
谷
龍
溌
寺
と
の
関
係
は
t
よ
り

密
接
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
｡
具
体
的
に
は
'
位
牌
の
整
備
や

記
念
碑
の
建
立
な
ど
が
行
わ
れ
'
以
後
､
歴
代
藩
主
に
よ
る
井
伊
谷
参
詣
も

常
態
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
｡

繰
り
返
す
が
本
稿
で
は
､
｢由
緒
の
井
戸
｣
を
め
ぐ
る
出
入
を
対
象
と
し
､

と
く
に

r場
｣
を
め
ぐ
る
様
々
な
意
織
が
複
雑
に
絡
み
合
い
､
r聖
地
｣
が
創

ら
れ
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
'
政
治
的
な
視
点
か
ら
注
目
し
て
き
た
｡
こ
う
し

た
点
で
､
｢井
之
出
入
｣
と
は
､
政
治
レ
グ

エ
ル
と
在
地
社
会
レ
ゲ

エ
ル
の
双

方
の
要
素
を
も
っ
た
争
論
で
あ
り
'
そ
の
結
果
は
在
地
社
会
の
こ
れ
ま
で
の
秩

序
を
再
岸
成
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
｡
そ
し
て
そ
れ
は

r由
緒
の

井
戸
｣
を
神
聖
化
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
｡

こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
､
少
な
く
と
も
正
徳
元
年
ま
で
は
､

井
伊
家
が
井
伊
谷
の
宗
教
秩
序
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
関
心
が
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
る
｡
近
藤
氏
の
支
配
が
､
若
林
氏
の
い
う
よ
う
に

r大
名
と
何
ら
遜
色
の
な

い
主
体
性
と
創
造
性
｣
を
有
し
た
理
由
は
こ
う
し
た
点
に
も
あ
ろ
う
O
し
か
し
､

｢井
之
出
入
｣
は
'
近
藤
氏
の
地
方
支
配
が
井
伊
家
の
権
威
と
の
緊
張
関
係
に

あ
る
こ
と
を
恭
啓
す
る
も
の
で
あ
っ
た
｡
こ
の
点
は
､
近
世
の
地
域
社
会
に
お

け
る
宗
教
的
権
威
を
考
え
る
う
え
で
､
常
に
政
治
権
力
の
動
向
に
注
視
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
､

一
見
当
た
り
前
の
よ
う
で
見
落
と
し
が
ち
な
論
点
を

準
え
て
く
れ
る
(S
)｡
日
常
の
な
か
で
は

r共
存
｣
関
係
に
あ
る
寺
院
が
､
由

緒
を
め
ぐ
つ
て
は
激
し
く
競
争
し
て
い
く
背
景
に
は
､
こ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
｡

と
は
い
え
'
本
稿
は

｢井
之
出
入
｣
の
展
開
を
追
っ
た
だ
け
で
あ
り
'
そ
の

前
後
の
分
析
を
後
考
に
譲
っ
て
い
る
点
で
説
得
力
を
欠
く
｡
こ
こ
で
は
'
こ
の

争
稔
が
引
佐
地
方
の

r宗
教
的
社
会
関
係
｣
を
考
え
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
事

例
で
あ
る
と
い
う

1
点
を
指
摘
し
た
う
え
で
'
ひ
と
ま
ず
輩
を
抱
く
こ
と
に
し

た
い
｡

註
(1
)
井
伊
共
保

二

〇
一
〇
～
l
〇
九
三
)
は
'
遠
江
守
藤
原
共
資
の
養
子

で
'
井
伊
谷
に
居
城
を
構
え
て

r井
伊
氏
)
を
称
し
た
｡

(2
)
と
く
に
吉
川
弘
文
館
掠

『
近
世
の
宗
教
と
社
会

(1
)
～

〈3
)』
(二

〇
〇
八
年
)
､
塚
田
孝

r近
世

･
寺
院
社
会
の
地
域
史
｣
(『歴
史
評
論
』

六
二
三
号
'
二
〇
〇
二
年
)
な
ど
｡

(
3
)
浮
博
勝

『
近
世
の
宗
教
組
片
と
地
域
社
会
』
(吉
川
弘
文
館
､

一
九
九
九
年
)｡
と
く
に
引
佐
地
方
の
事
例
を
扱
っ
た
論
考
と
し
て
は
'

同

｢近
世
後
期
の
地
域

･
仏
教

･
神
道
｣
(r史
学
雑
誌
』

l
〇
五
-
六
､

一
九
九
六
年
､
の
ち
に
前
掲
書
所
収
)
が
あ
る
｡
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(4
)
菅
野
洋
介

r
日
本
近
世
の
宗
教
と
社
会
し
(居
丈
阻
出
版
'
二
〇
二

年
)｡

(5
)
能
瀬
寺
文
書
の
史
料
番
号
は
､
筆
者
ら
に
よ
る
萌
査
に
基
づ
き
作
成
し

た

｢井
伊
谷
龍
洋
寺
古
文
脊
目
録
l
に
よ
る
｡

(6
)
佐
藤
孝
之
氏
は
'
龍
汗
寺
の
村
社
会
に
お
け
る
駆
込
寺
の
機
能
に
注
目

さ
れ
て
い
る
(r近
世
の
村
と

r入
寺
｣
｢欠
入
｣
)
(r
地
方
史
静
岡
ヒ

三

号
､

一
九
九
五
年
)､
T
駆
込
寺
と
村
社
会
』
(吉
川
弘
文
館
'
二
〇
〇
六
年
)､

｢｢山
林
｣
か
ら
さ
ぐ
る
ア
ジ
I
ル
の
変
容
｣
(広
漸
良
弘
編

『禅
と
地
域

社
会
』
吉
川
弘
文
館
､
二
〇

一〇
年
)
な
ど
)｡

(7
)
徳
川
家
康
判
物
写

(龍
車
寺
文
書
二
五
四

･
二
九
五
号
).
こ
の
判
物

に
は

｢藤
原
三
位
中
将
家
康
｣
と
あ
り
､
租
山
が
こ
の
文
事
を
寺
社
奉
行

所
に
提
出
し
た
際
に
問
題
と
な
っ
た
｡

(8
)
遠
州
井
伊
谷
僻
汁
寺
御
縄
打
水
根

(龍
津
寺
文
書

l
二

l
･
七
号
).

(9
)､旗
本
近
藤
氏
の
支
配
体
制
に
つ
い
て
は
､
若
林
淳
之

『
旗
本
領
の
研
究
』

(吉
川
弘
文
館
'

一
九
八
七
年
)
が
詳
し
い
｡
若
林
氏
は
旗
本
近
藤
氏
に

ょ
る
地
方
支
配
を

r大
名
と
何
ら
遜
色
の
な
い
主
体
性
と
創
造
性
｣
を
も

つ
と
理
解
し
て
い
る
｡

(
10
)
語
石
は
､
元
禄
九
年
二
月
二
日
'
九

一
歳
で
死
去
す
る
｡
な
お
､
｢井

之
出
入
｣
の
時
期
､
金
指
近
藤
家
の
当
主
は
近
藤
昔
用
で
あ
る
｡
着
用
は
､

定
火
消
･百
人
組
頭
な
ど
を
勤
め
た
後
､寛
保
元
年
九
月
四
日
に
死
去

(辛

年
五
I
)
し
た

(r
寛
政
五
修
鰭
豪
楢
l)｡､

(
1
)
旗
本
近
藤
用
達

(左
門

･
彦
九
郎
)
は
､
正
徳
元
年
二
月
二

丁
目
'

一
四
歳
に
し
て
井
伊
谷
近
藤
氏
を
継
い
だ
｡
定
火
消
な
ど
を
勧
め
る
が
'

享
保
元
年
関
二
月
二
二
日
死
去
｡
享
年
三
五
で
あ
る
｡
な
お
'
貞
享
期
の

彦
九
即
は
､
用
達
の
養
父

･
近
藤
用
度
の
こ
と
で
あ
る
.
用
慶
は
貞
享
元

年
七
月
1
九
日
に
家
督
を
継
ぎ
､
定
火
消

･
百
人
組
頭

･
御
旗
奉
行
な
ど

を
勤
め
た

(F寛
政
重
修
諸
家
譜
』)｡

(e
u

元
禄
～
享
保
期
に
か
け
て
､
地
方
代
官
の
中
井
氏
が
と
り
ま
と
め
た
年

貢
を
家
老
の
小
沢
九
郎
兵
衛

へ
宛
て
て
提
出
し
て
お
り
､
小
沢
が
地
方
支

配
の
要
と
な
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る

(中
井
俊
家
文
書
12
･
15
･

16
号
な
ど
､
引
佐
図
書
館
蔵
)｡

(1
)
宝
林
山
房

[
七
四
-

1
-
M
K

(浜
松
市
中
央
図
書
館
蔵
)｡

(14
)
こ
の
争
論
に
つ
い
て
は
､
津
前
掲
論
文
お
よ
び
拙
稿

r遠
州
報
国
隊
員

山
本
金
木
の
叢
書
と
歴
史
意
報
｣
(Fd
L物

･
出
版
と
社
会
変
容
JI
10
号
､

二
〇

二

年
)
な
ど
を
参
照
の
こ
と
｡

(ほ
)
龍
津
寺
文
事
三
二
四
号
｡

(
_
)
r山
下
甚
左
衛
門
妃
録
)
(山
本
健

l
家
文
書
二
二
匹
号
)'
引
佐
図
書

館
所
蔵
｡

(け
)
正
楽
寺
文
書

(正
泉
寺
所
蔵
文
筆

t
号
.
史
料
管

下
は
'
静
岡
県
立

畑

中
央
図
書
館
歴
史
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
の
も
の
に
よ
る
｡

(
1
)
｢宝
永
年
中
記
録
)
(稚
津
守
文
書
九
E
二

号
)
の
記
事
を
参
照
｡
r宝

永
年
中
記
録
J
は
､
祖
山
和
尚
が
江
戸
在
府
中

(正
徳
元
年
五
月

一
日
～

九
月
二
五
日
ま
で
)
の
日
記
で
あ
る
｡

(1
)
正
条
寺
文
書

(正
泉
寺
所
蔵
文
書
)
四
号
｡

(20
)
正
楽
寺
文
事

(正
泉
寺
所
蔵
文
事
)
五
号
｡

(21
)
r宝
永
年
中
記
録
｣
(八
月
三
日
粂
)｡

(2
)
r宝
永
年
中
記
録
し
(八
月
八
日
粂
)｡
寺
社
奉
行
所
に
軽
出
し
た
由
緒

手に
よ
る
｡

(2
)
龍
津
寺
文
書

1
八
八

1
号
｡

(24
)
｢宝
永
年
中
記
録
｣
(六
月
二
日
条
)
よ
り
｡
祖
山
は
こ
の
文
書
を
こ
の

と
き
書
写
し
て
い
る
｡



(2
)
龍
市
寺
文
事

1
八
七
九
号
｡

(2
)
龍
車
寺
文
書

1
八
八

一
号
｡

(27
)
藩
主
井
伊
直
治
よ
り
龍
津
寺
に
対
し
て
井
戸
普
請
を
依
頼
し
た
上
で
祖

山
が
出
入
り
を
起
こ
す
こ
と
､
そ
し
て
そ
の
後
彦
根
藩
は
T
切
出
入
り
に

関
与
し
な
い
こ
と
が
内
約
さ
れ
て
い
た
が

(六
月

一
一
日
)､
こ
れ
は
事

態
が
深
刻
化
し
た
こ
と
で
と
り
や
め
と
な
っ
て
い
る
｡

(28
)
大
久
保
新
右
衛
門
も

｢正
条
寺
事
ハ
家
二
由
緒
な
き
事
二
侯
間
'
何
程

之
事
申
侯
両
も
御
取
上
被
成
開
放
｣
と
述
べ
て
い
る

(六
月
五
日
)｡

(29
)
｢宝
永
年
中
記
録
J
(六
月
二
九
日
)｡
小
沢
と
須
田
は
こ
う
し
た
祖
山

の
願
い
に
対
し
､
｢正
楽
寺
と
あ
い
た
ん
,tH
E
御
普
請
被
成
侯
何
之
障
り

可
有
之
哉
､
比
段
合
点
不
参
侯
｣
と
述
べ
て
い
る
｡

(30
)
広
瀬
清
兵
衛
は
宝
永
五
年
に
高
三
〇
〇
石
に
加
増
さ
れ
､
正
徳
元
年
三

月
よ
り
御
城
御
用
役
と
な
っ
た

(彦
根
城
博
物
館
編

『侍
中
由
緒
帳

3
』

彦
根
市
教
育
委
員
会
､

一
九
九
六
年
)｡

(a
)
こ
の
と
き
の
広
瀬
か
ら
田
方
へ
の
d
[状
は
､龍
滞
寺
文
書

(九
六
六
号
)

の
な
か
に
も
確
認
で
き
る
｡

(32
)
龍
淀
寺
文
書
九
八
八
号
一

(!3
)
藤
井
譲
治
編

『
彦
根
城
博
物
館
準
事
4

彦
根
啓
の
藩
政
機
構
J)
(彦

根
城
博
物
館
､
二
〇
〇
三
年
)｡

(34
)
『
与
板
町
史

通
史
編
Jl
(上
巻
'

1
九
九
九
年
)｡

(35
)
龍
薄
寺
文
書
六
二
六

二
ハ
二
七
号
｡

(空

中
井
多
吉
に
つ
い
て
は
､
二
宮
神
社
神
主
蒙
の
文
事
群
で
あ
る
中
井
俊

家
文
書
の
な
か
に
名
前
が
確
欝
で
き
る
｡

(3
)
T由
緒
の
井
戸
J
に
関
わ
る
普
請
費
用
が
具
体
的
に
ど
の
く
ら
い
か
か
り
､

ど
れ
だ
け
縮
津
寺
や
正
楽
寺
が
負
担
す
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
は
､
凍
念

な
が
ら
史
料
が
な
く
今
の
と
こ
ろ
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
が
､
後
述

す
る
よ
う
に
井
伊
豪
の
当
主
や
家
中
の
参
詣

･
代
参
の
顔
に
は
多
く
の
初

穂
科
が
出
さ
れ
て
お
り
､
結
果
か
ら
す
れ
ば
逢
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
も
大
き

(調
)
ギ

デ
ン
ズ
他
編
/
松
尾
構
文
他
訳

『
再
帰
的
近
代
化
J
(而
立
d
L房
､

一
九
九
七
年
)､

一
五
七
貫
｡

(
39
)
し
か
し
､
実
際
に
訴
訟
を
起
こ
す
際
､
近
藤
左
門
が
祖
山
に
対
し
て

｢若
公
儀
江
罷
出
侯
ハ
バ
先
年
落
石
彦
九
郎
埼
明
申
侯
間
'
登
之
助
殿
江

可
申
し
と
指
溝
さ
れ
た
た
め
､
仕
方
な
く
近
藤
萱
之
助
の
家
中
の
小
野
平

次
右
衛
門
と
い
う
人
物
の
と
こ
ろ
へ
行
き
'
辛
状
で
経
線
を
鋭
明
し
て
い

る

(七
月

一
九
日
)｡

(4
)
た
だ
し
､
こ
の
出
入
り
以
外
の
日
常
生
活
で
は
'
近
藤
氏
と
縮
荘
寺
は

親
密
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
｡
た
と
え
ば
'
出
入
り
が
発
生
す
る
前
の
朱

印
改
の
際
に
も
､
祖
山
は
左
門

･
登
之
助

･
采
女
そ
れ
ぞ
れ
を
肪
ね
て
お

り

(五
月
1
七
日
)､
采
女
屋
敷
に
て
振
舞
も
受
け
て
い
る

(五
月
二
五
日
)｡

(

3
)
r井
伊
家
伝
厄

上

･
下
j
(龍
車
寺
文
事
四
三
･
四
g
]号
)｡

(
42

)

龍
溝
等
文
書
二
八
六
号
｡

(43
)
｢好
事
附
留
｣
(中
井
俊
家
文
書
二
二
三
号
)､
文
化
二
年
よ
り
｡

(3
:)
龍
漕
寺
文
書

1
六
六
二

六
七

二

六
八
号
｡

(4
)
観
山
和
尚
は
晩
年
の
享
保
一
五
年
､
井
伊
家
の
歴
史
を
叙
述
し
た

r
井

伊
家
伝
記
』
を
執
筆
す
る
｡
こ
の
背
景
に
は
明
ら
か
に

｢井
之
出
入
｣
の

影
響
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
｡

(4
)
r伝
統
は
､
権
力
関
係
を
取
り
込
み
､
権
力
関
係
を
自
然
な
も
の
と
し

て
鋭
明
し
て
い
く
傾
向
が
あ
る
｣
(ギ
デ
ン
ズ
前
掲
書
'

一
九
五
貢
)｡



〔付
記
〕本

稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
史
料
所
蔵
者
の
武
藤
全
裕
氏

(龍
帝
寺
閑

栖
)､
大
橋
康
幸
氏

(正
泉
寺
住
破
)
を
は
じ
め
J
龍
キ
寺
古
文
書
調
査

に
何
度
も
ご
参
加
い
た
だ
い
た
金
洋
美
罰

･
夏
目
あ
ず
み

･
北
村
淳
也

･

伴
野
文
亮

･
鈴
木
拝
せ

･
荒
木
美
緒
知

･
松
原
日
出
人

(敬
称
略
)
に
は
､

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
｡
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
｡

な
お
'
本
稿
は
平
成
23
･
24
年
度
科
研
費
補
助
金

(特
別
研
究
員
奨
励

井
)
に
上
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
｡




